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序 文

横芝町周辺には、古代からの遺跡が数多く分布しております。今回の調査でも、古墳時代か

ら奈良・ 平安時代と三期に渡つての住居跡が重復して発掘されています。これは、生活環境が

すばらしいからかと考えられます。しかし、 現在でも暮らしやすい地域には当然ながら埋蔵文

化財があり ます。

開発事業と文化財保護との関係にあっては、各教育委員会、県文化課等で調整してはいる も

のの、埋蔵文化財は実際に発掘してみなければどのようなものが発見されるかわかりません。

なるべく遺跡に当たらないように事業を調整しても、遺跡に当たらないとも限りません。この

場合、事業変更ができなければ当然、発掘調査を行なわなければなりません。

しかし、 一度11:1¥り上げてしま ったものは、 埋め戻す訳には参り ません。その成栄をいわゆる

「記録保存」として残す訳ですが、貴重なものですから万全を期して「記録保存」しなければ

なりません。

今回の調査は、町道坂田遠山線改良工事に先立つ発侃調査ですが、この度ここに、貴重な資

料を得て、本報告書が刊行の迷びとなりました。この成果が横芝町の歴史解明の手がかりとし

て、また多くの人々に学術資料と して、広〈 活用されれば幸いです。

最後に本調査を行なうにあたり、ご指導いただきました県教育庁文化課の諸先生方、また、

発掘調査に従事された、日本考古学研究所の村山きん ・中西さん、 補助員として従事されたみ

なさん、本当にご持労さまでした。心よりお礼申し上げます。

横芝町教育委員会

教育長 井上武
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例 一一=ロ

1.本書は、山武郡横芝町における町道坂田 遠山線道路改良工事に先行する、埋蔵文化財の

発掘調査報告書である。

2.本調査は、横芝町役場の直営事業と して、昭和59年6月4日-7月16日まで実地した。な

お、本遺跡は昭和57年に伊藤一男氏により確認調査が行なわれ、報告書が刊行されている。

伊藤一男 1983 r長倉吉脇J 横芝町教育委員会

3.本調査は、村山好文 (日本考古学研究所 日本考古学協会会員)を剥査担当者とし、中西

克也 (日本考古学研究所)を調査員として笑施し、事務局は横芝町教育委員会内においた。

4.本舎の実測 ・卜レ ス ・写真撮影は、村山好文・中西克也の両名が行なった。

5.本書の編集は村山好文が行ない、執筆は各文末に記した。なお、「塚」出土遺物の考察は、

藤下昌信氏(日本考古学研究所)に依頼した。

6. 童精実測図中の水糸レベル上の数字は標高を表わし、各遺構毎に水糸レベノレを統一してあ

る。

7.遺構実担IJ図中の番号は、出土造物の番号と統ーされている。

8.土器笑祖IJ図中のスクリーントーン(疎)は黒色処理、(密)は赤色主主彩を表わし、断面にス

クリーントーンのあるものは、須恵器を表わしている。

9. r塚」出土遺物の錆落し保存処理にあたっては、千葉県文化財センタ一清藤一順 ・野口行

雄氏に御協力いただいた。

10.本調査および本書の作成にあたっては、下記の方々に御協力、御指導をいただき謝意、を表

します。

千葉県教育庁文化課 麻生正信、横芝町役場建設課 池沢安司・海保安、横芝町教育委貝

会 加瀬康久、千葉県文化財センタ一、国立歴史民俗博物館、新成田総合社

句-，
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1 .調査に至る経緯

町jfi(坂田遠山線)の対象地|メの道路は幅員が2m強、故徐行しでも卓がゃうと走れるf'f~J:f:.t

である。

また、この地域は林業が他地区に比べて臨んであり、農林業発展のためにも主要道路の新設

が望まれたが、予算などの削除つもあり、改良工卓という形で実施されることになうた戸

そこで昭和56年11月11日付けてい横芝町長より、四球文化財の所在の有無及ひその取り扱し hに

ついて開会文書(県教育長Js)の提出があった。

この開会に基っき、県教育庁文化課と横芝町、横芝町教育委員会の三者[之、ただちに現地に

おもむき踏古5を実施した。その結果、(Tf脇 ・山際・熊谷・南長山野 七仁縁台jに遺跡の所古

が確認された。

その後、確認調査を実施するため、横芝町・横芝町教育委員会・県文化課力三者による↑品議

が県文化課において実施きれ、確認調査を実施することを決定し、昭和57年12月9日から28日

までのうち約10日間実施した。その結果、(宮脇)地先に住居跡を確認、遺物から見で真問、国

分期で一部、鬼高期と推定きれた。

これらの事実から、記録保存か現状保存かで数度の協議を行なうた末、 工事変更及ひ現状保

存は極めて困難であるとの判断により、記録保存の発掘調査を実施するに豆うた

発掘調査は、県教育庁文化諜の指導のもとに、横芝町直営事業として、昭和59年 6月4日よ

り調査を開始した。
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II. 遺跡の位置と周辺の環境

長倉吉脇遺跡は、千葉県山武郡横芝町長合字宮脇341・342・346番地に所在する。被芝国lのI也

形は、下総台地と九十九里平野から成り立っており、本遺跡の所存する台地は、 一ト総台地と九

十九里平野との境目の台地である。本遺跡は、北東和1)に流れる栗山川と小河川によって浸蝕さ

れた樹校状台地の一角にあり、南側と北側には谷津が入り込んでおり 、東1!1)は平拘な九十九早

平野がひろがり、水田となっている。(第 1図)

遺跡のある台地は、標高35mを測り 、水田而との比高差は26mであり、現状は畑地と山林で

ある。本遺跡は、台地の西隅に位置し、平坦地の中心から若下離れている c 白地の中央を南北

方向に旧道が通っており、その西側は大宮神社内境内となっている。この台地の北側には、問

背状の狭い台地がつづいており、 2基の塚が旧道をはさんで存在している。台地の丙側は、 i去、

斜面をなしている。また、台地の真下を両総用水が、南北方向に流れている。(第2凶 ・付図)

本遺跡周辺の台地上には、縄文時代から平安時代にいたる数多くの遺跡が存在する c 特に、

縄文時代の遺跡が多く、慶応義塾大学の清水潤三教綬が調査li片究された山武姥山貝塚は署名で

ある。第 1図に図示した遺跡は以下の通りである。(中西克也)

遺跡名 時期 報告書・参考文献

1 .長倉宮脇遺跡

2.荒久台遺跡 鬼高 伊藤男 「荒久台遺跡J (198!) 

3.無木台 I遺跡 貝塚

4. 山武姥山貝塚 貝塚 清水j閏三「姥山貝塚 r日本考占午ー年報"12 (j956) 

5.横芝羽遺跡 散布地

6.横芝W遺跡 散布地

7.横芝V遺跡 散布地

8.横芝III遺跡 散布地

9 東長山野 I遺跡 山武考古学研究所「東京電力送電鉄塔建設すv業地内発

10 東長山野111宜跡 縄文 向上 掘調査報告J (1983) 

11.東長山野llli宣跡 縄文 ・国分 向上

12. 中j同遺跡 縄文 同上

13.振子上遺跡 和泉 ・鬼高 同上

14.取立古墳群 古墳

15.町原古墳群 古墳

16.角田鴻巣貝塚 貝塚 清水制三 「鴻/巣貝塚Jr日本考古学年版J15 (1965) 

17 木戸台貝塚 貝塚 清水潤三 「木戸台貝塚J C 日本考古学年報~ 12 (1964) 

- 2 



qa 

1 : 25000 J吉成東
昭和国年10月初 日尭行

国土地理院



d 

o 40m 

第 2図 遺跡の位置 (スクリーントーン都)と周辺地形図
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III. 調査経過

本遺跡の発掘調査は、昭和59年 6月4日-7月16日まで実施した。調査対象は、道跡工ギの

区域内に位置する「塚」 一基と、確認調査により住居祉の存在が知られていた台地上の約720

Mて"ある。調査地は、「塚」周辺は雑木林・杉林で、谷を隔てた南相IJの台地上は杉林であったが、

調査開始時には、町役場により伐採を終了していた。集落I止と考えられる台地 kの遺跡は、{確

認調杏により地表面から遺構確認面までが深いこと 、木の切り株が多いことなどから、電機に

より調査区全域の表土を排除することとした。

調査は、「塚Jの発1m:を先行し、その聞に集落祉の表土利ぎを行ない、「塚Jが終了しだい集落

祉の調査を開始するという )1慎で進めた。以下調査日誌を中心l二、経過を述べてみたい。

6月4日 本日より調査開始。「塚」の墳丘測量を行ない、発掘区を設定する。東西・南北に

十字にセクシ ョンベルトを残し、盛土を取り除くことにする。

6月5日 「塚」の発掘を開始する。北東区と南西区を掘り下げる。

6月7日 「塚」北東区の墳頂直下の旧表土面上より、遺物出土。遺物出土状態図を作成し、

写真撮影後遺物を取り tげる。土層断面図の東西ラインも作成する。

6月8日 「塚」南西区の墳TJ'i直下の旧表土面より、素焼きの皿2点出土。昨日出土した遺

物といっしょに埋納されたものと考えられた。土層断面図の南北ラインを実測し、北西・南東

区の掘り下げも開始する。本日より台地上の集落土止の重機による表土削平作業を開始する。

6月9日 「塚」のそれぞれの発概区を地山面まで掘り下げる。墳]頁部付近のセクンヨンヘ

ルトを取りはずし、「塚」の調査を終了する。集落土IIの表土問IJ平作業を終了する。

6月11-16日 台地上の集落祉の遺構確認作業を行なう。南側より順に住居祉番号を付ける。

約10軒の住居祉の他ピソト詳、溝が検出された。遺跡の層!子は、第 I層(表土、黒色土層〉が

約15-20cm、第II層 (茶褐色土層)が10-20cmで、以下はソフトローム層である。遺構は、第

II層の下部で確認することができたが、プランが不明瞭なものはソフトローム上面まで削干し

た。遺柄確認にあたって、多くの:仁恭片が出土したが、土附器・須恵器片が主体を占め、各住

居士止およびピッ ト群に関連するものと考えられた。他には縄文土器の細片が数片山土している。

6月18日-7月9日 第1号住居社から順に発掘を開始する。遺構の発掘は、 7月9日をも

って終了する。調査の結果、住居祉12軒 (古墳時代、奈良・平安時代)、ピ yト群(平安時代)

溝状遺構が検出された。

7月10日-16日一調査員のみ2名にて、各住居祉のカマ↑の切開、実測図の作成を行なう。

7月14日に遺跡の全体調IJ置を行ない、16日遺跡、の発掘終了確認を行ない、すべての調食を完了

す る。(村111好文)
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N.検出した遺構・ 遺物

1 住居祉

第 1号住居祉 (第4図)

本住居祉は、第2.4.12号住居tll:.第1号溝と重複して検出された。平雨形は方形を呈し、規

模は、510cmX460cmを担'1る。主軸方向は、北を示している。北壁 ・束墜と西壁の一部は、垂直

にしっかりと立ち上がる。他の壁は、各住居祉に破壊されている。床而は、ロームを床とし非

常に竪綴であり、竪周辺部は貼床が施されている。周溝は、全周している。ピソトは、 Pl-P，

まで 5 個検出された。 P1 - P， 1土主柱穴で、 P，は支柱穴で、深さ 14cm を i~'1 る。カマドは、北壁中

央に位置する。良質な粘土て十再築され、右袖・左袖共に残存している。火床部は、非常によく

焼け、両袖内側 ・煙道部はやや焼けている。

本住居祉の新旧関係は、第2・12号住居祉を切っており 、第4号住居社、第1号i轟に切られて

おリ、第2・12号住居祉より新しく、第4号住居祉より古い時期の住居士止である。

出土遺物 (第5図)

1.杯形土器 第12号住居却のPIの脇より出土。床面より 8cm浮いた状態である。泌を現存

し、復原実測による。推定口径14cm、底径9.4cm、器高3.2cmを測る。+坦な!底部よりゆるやか

に立ち上がり 、口縁部にいたる。口縁部内外とも横ナデを施し、休部 ・底部外商は、ヘラ削り

が施され、内面は、ヘラナデの後に一部へラミガキによって調整されている。胎土は細砂粒を

密に含み、焼成は良好、色調は内外面共に明褐色を呈している c

2 村、形土器 住居祉中央やや南寄りの床面上• .I0cmより出土c 泌を現存し、復原実担'1によるつ

推定口径16.6cm、推定底径10.4cm、器高5.3cmを測る。平H!な底音1;よりやや内傾気味に立ち上

がる o 口辺部は内外而共に横ナデが施され、体部・底部の外面は、ヘラ向Ijりが施され、内而u

ヘラナテボの後に一吉1;へラミガキされている。胎土は品目砂粒を含み、焼成は良好、色調は内外国

共に明褐色をなしている。

3.紡鋭王手 P3の上より出土。床面上より 5cm浮いた状態で出土。滑石製であり、第4号住

居士止出 L遺物16と後合。メを欠損している。

4 鉄製品 夜土中より出土。 U字形をなし、先端部の片方を欠損するが、共に先端部は、

屈曲しているものと忠われる。断面は長方形を呈している。現存長9.1cm、幅O.8cmを測る。

本jj居JIIーは、住居111の形態・規模及び出土遺物より、真間期と思われる。

第2号住居士止 (第一6図)

本住JilHuは、第1・4・7・12号住屑土i上・第1号潜と重複して験出された。平面形は方形を呈し、

規模は、 498cmX 530cmを測る。主軸方向は、北を示している。北墜と西壁の一部は、第1号住

居祉と第4号住居祉によって破壊されているが、 f也の壁は、ほぽ垂直に立ち上がり、保存状態

7 
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住居並幅呼俊明
1 陪褐M 嘱 {ロ ム純子 ロームプロ ヲタを含み 娩土

位千 本9慢を老子含む)
2 崎褐色土庖 (Jよリローム松子、ロ ムプロヲタを多〈

合む}

3 粘 土
4 準備色上層 {ローム位チ..aに含，，'
講層序誕明

1. ~綱色士 { 縄駐北ニ純一f ローム位チを"ニ予含，，'
2. ，'-¥縄色土 (1よ'Jローム包チを多〈含む}

-F E 

2m 。
第 1・12号住居祉実測図(1)第4図

は非常に良い。床面は、 貼床であり、中央部は竪鍬であるが、周辺部はやや軟弱である。周溝

ピッ トは、 P'-P5まで5個検出された。P，-弓は主柱穴で、 P5はは全周していると思われる。

カマドは、北壁中央にあったと考えられるが、第1号住居祉に完全にこわされ、支柱穴である。

粘土と火床部の一部のみ残存していた。

本住居祉は、第1・4号住居祉に切られ、第7・12号住居祉を切っている。

出土遺物 (第6図)

口径15cm、器高3.6cmを測る。P，とP3の問の床面直上より出土。完形である。l.杯形土器

口辺部下に非常に弱い外稜を有する。口辺部外面は横ナデが見られ、体部外国は、 へラ削り が

施されるが、ほとんど摩耗している。内面全面にへラミ ガキきれている。胎土は、細砂粒を宮、

-8ー
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1 茶処色土層 {枯土笹子、e ム位予を含む)
2 紬土 (ロ ムプロッタ.同時々に含みわずかに焼土を含む)
3 鮪土(機ゴヒ敏子 建主プロックを多〈含む〉
‘ ，.土 鈍土プロック
s 時制島色土層 (灰、 組土位予を含む)， ..褐色土膚 (納ゴ'.j・〈含み ロ ム粒子 典史土プロ y

クを者千含む)

1 m 

定罰百亘書

。

仁コ

。
』

1 
2 

。 10cm 

仁コ

4 
第1号住居社出土遺物実調11図

5cm 

第 5図第 1・12号住居祉実測図(2)
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2m 。
住居社実測l図

三 重野1
。出土造物実調1)図

第 2号住居祉実測図

10cm -第 6図

に含み、焼成は良好、色調は内面里褐色である。

覆土中より出土。%が現存し、復原笑損1)による。推定口径15.4cm、推定底径2.杯形土器

まっすぐ口辺部に至る。体部内外商と12cm、器高2.9cmてゆある e 平坦な底部より立ち上がり、

も、明瞭なロクロ成形が施され、体部下端は回転へラ削りが見られ、底部はへラ自1)りの後にへ

ラナデによって調整きれている。内面は全面ていねいなへラミガキが施されている。胎土は、

細砂粒を若干含み、焼成は良好、色調は、内外面共に赤色塗彩が施されている。

本住居:!i1:は、他の住居祉との重複関係、住居祉の形態、規模及び出土遺物より、真間期と考

-10ー



えられる。

第3号住居祉 (第7図)

本住居祉は、調会i区域の東端において、第3号1轟と重複して検出された。住居祉の南西隅は

確認調査のグリ yドによって消失しているが、平面形は方形を呈すると思われる。規模は300cm

x 270cmをiJIIIる。住居祉の主軸方[!リは、北東を示している。壁は、 ほぽ垂直に立ち上がる。床

面は、ローム南J止で、周辺部は姑床であり、 全体的に軟弱である。床面は、平坦である。周溝

カ?カマドは、北壁中央に位世している。ピソトは、検出できなかった。は、全周している。

ロームを掘り残し、前方に粘土を貼りやjけている。粘土は、あまり良質でドの両袖の基昔日は、

火!未昔日は、ほとんど焼けていない。ない。

本住居祉は、第3号溝に切られている。

出土遺物 (第7図)

本住居祉の大部分が、確認調脊のグリy ドによ ってliIJi嘆きれているため、 出土遺物は極めて

少ない。

口径は、22cmを測る。努、音iでゆる住居社南東隅の床而上8-10cmより出土。1 .波形土器

1..1持部に直立する而をもっ。胎土l立、細砂粒を密に含み、焼成は良好。色調は、

内外とも司、縞色である。

やかに外反し、

覆土中より出土。泌を現存する。休部は、底部から比較的緩やかに内寄して2.料、形土器

立ち上がり、ほぽ直線的に開く 。体部内外面ともロクロ痕を布し、休部下端はへラ削りが施さ

れる。底部は、静止糸切りの後に周縁を手持ちへラ削りによ って調整される。胎土は、細砂粒

を含み、焼成は良好。色調は、内外而とも褐色を呈する。

本住肘祉l立、住居祉の形態 ・規模及び出二L造物より、国分期と考えられる。

9図)第4号住居祉 (第8、

本住居士11".は、第1・2・7号住肘由止と第 1号溝と重綾して検山された。平由形は、短辺が若 HI'I

張りの長方形を2し、長辺562cm・知辺462cmを測る。住居祉の主軸方向は、東を示している。

南東コーナーの壁は、第1号溝と第2号住居祉によ って破壊されているが、他の壁は、ほぽ:!ffi

火を受け、焼けている商が直に立ちヒがリ、保存状態は、非常に良好である。酋壁の一部は、

ある。床而は、 H~床で非常に堅級であ り、 南度中央部付近に若干凹凸があるが、全体的に平士官

ピyトは、 p，-Pzoまて".20木検:-1'.された o P1-p.は主位穴で、P5は支柱穴である。11，-である。

P，oの7本は、民柱穴であり、床幽からの深さは、 11.-20cm、115-17cm、11.-6 cm、11，-6cm、

l

i

l

i

-

-

- 1'¥.-5 cm、11.-28cmを測る。Pll・P12・P13の深さは、それぞれ55cm. 32cm . 55cmてωある。 P.-f¥o 

カ7 ドは、北壁中央に旧カマドの痕跡を残し、

11ー

は、北墜にある旧カマドに伴なう住穴である。
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出土遺物笑iM'J図

第 7図第3号住居祉実現IJ図

東壁中央に新カマドを設けている 。 新カ7 ドは、第 1 ~住居祉の覆土中につく っ ているため、

良質の粘土を多量に使用しており、特に、左袖は、壁lこレ ンガ状に貼り付けてある。また、煉

道部にも粘土を鮎り付けてある。周溝は、 市壁と東照下の一部を除いて全周している。

本住居士止は、長方形を呈する平凶形、!日カ7 ドと新カ7 ドを有する事、;位ぴ、 2-4個の重

なる柱穴を有する:r;より、 拡張された住肘祉と考えられる。また、床面がよく焼けており、床

由直上に多量の焼土と炭化材が検出きれ、唱の一昔JIに火を受け焼けた出を残しており、焼失住

所tllである。本住居祉が廃絶された直後に、焼こL.炭化材 ・カ7 ド情築材と思われるレンカ状

の焼土ブロソクが多量に投げ捨てられたような土層堆積が見られる。

本住居1止は、 重複するすべての住居ttlを切ってお り、 第1号溝によ って切られている o

出土遺物 (第11-13図)
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1・・‘色i・ (*0をs・《含む;
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M8図鄭4・7号住居主t実測図(1)
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第4号住居社カマド実揖11図
，， 7~' .. n:lI!.'明
1 ・・・色土周 {絡まH'含み所々 健主峰子.含む}
署、灰褐色土周 (灰を.'<含み開時々 健£息虚子 健之プロッタ 鮪土を含む}

3 機土{納土.含み岐を箸平含む}
4. l1li11色£層 (後土峰子鮎土を含みしS~b'~い}
s 噌褐色土層 <tと問じ，-均等省主治少会い}
6η?，嶋‘"
7 岡島網島色主届 15と閉じだが目更を多〈含む)

・米"9. ...色主眉 {絡ま 穐止を><含む}

10・・色土. ，1Id ローム陸子..，含み健主..子含む3

" ・・a土. ，健X. •ーム陸予.含む}
"・・色U15と閉じだが処士が多‘}
13・・色土. ，。ーム院予旬 結土を含み喰"'佳子含む)

M9図 M4・7号住居祉費澗図(2)

本住居枇より出土した遺物は、多量にあり、そのほとんどが土器である。遺物は住居壮全面

より出土するが、住居祉中央部は、若干出土が少ない。

1.甑形土器 カマドより出土。口径の泌が現存する。野i部よリ強〈屈曲する口縁部は、外

面に直立する面をもち、内面に稜を有する。胴部は、張。)を持たずに直線的に中位に至る。口

縁部は内外面とも横ナデ、胴部内面はへラナデが施され、外面上部は.タタキ目的後にへラナ

デされており、下部は、横方向のへラ削りが施される。胎土は、細砂粒を含み、焼成は良好、

色調1;1、内外商とも褐色を呈する。推定口径は、 33.6cmを測る。胴都内面に輪械み痕を有する。

2.甑形土器 カマドより 出土。口径の%を現存し、口径は、 26cmて'ある。類部より周1111す

る口縁部は、外面にJ直立する面をもち、内面に稜を有する。口綾部は、内外面とも横ナデが施

され、胴部内面は、へラナデされ、外商は、タタキ自の後にへラナデによ って割強されている。

胎土は、細砂植を密に含み、焼成は、良好。色調は、赤褐色を呈する。

3.杯形土器 PS脇の床面上2cmより出土。完形で、口径15cm、底径7.7cm、器商4.8cmを掴'1

る。体部は、中央やや器厚の薄い底部から内寄して立ち上がり、口縁部が若干外反する。ロク

14 
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ロ成形で、 体部下端は、ヘラ削りが施され、内面は、ていねいなへラミガキが施されている。

底部は、ヘラ削 り調整のため、切り離しは不明。胎土は、細砂粒を密に含み、焼成は良好。内

商は、一見暗文風のへラミガキによる黒色町光沢をもち、外商は、黒灰褐色を呈する。

4.杯形土器 覆土中よ り出土。推定口径16.2cm、底径7.8cm、器高5.4cmを測る。やや厚い

器厚の底部から立ち上がる体部は、内奇気味に開き、 上半て"わずかに外反して口縁部に至る。

体部外面は、ロクロ成形痕を残し、 下端部は、回転へラ削りが施される。底音1Iは、回転ヘラ削

り調整である。胎土は、細砂粒を密に含み、焼成は、良好。色調は、内而黒色で、外而は黒褐

色を呈する。

5.杯形土器 P，脇町床面上27cmより 出土。%を現存する。推定口径12.8cm、底径5.8cm、!?it

高4.1cmを測る。上げ底気味の底部より立ち上がる休部は、器厚が薄〈 、上半でわずかに外反す

る。体音1¥は、ロクロ成形であり 、外面下端部に回転へラ削りが施される。底部は、回転糸切り

後、周縁を回転糸切り調整されている。胎土は、細砂粒を?苦に含み、焼成は、やや良好。色部i

i土、内外面とも黄褐色である。

6.杯形土器 P2脇の床面上3cmより 7の杯形土器と重なった状態で出土。完形である。口

径12cm、底径6.8cm、棒高3.7cmを測る。 一定的器厚の底部から若干内習して立ち上がる体部は、

外商に細:がい凹凸を持ち、上半て同わずかに外反する。体部内外面は、ロクロ成形され、外部下

端部は、ヘラ削りが施される。底部は、回転へラ削り調整である。胎土は、細砂粒を密に含み

焼成I;l:、良好。色調は、内外面とも暗賞褐色を呈する。

7 杯形土器 6の杯形土器と重なって出土。完形である。口径12.4cm、底径6.4cm、器高4

cmを測る。平担な底部かりやや強〈屈曲して立ち上がる体部は、直線的にひろがり、上半でわ

ずかに外反して口縁部に至る。体部内外面に、ロクロ成形痕が児られ、外部下端は、へラ削り

が施される。底部は、へラ削り調軽のため、切り離しは不明。胎土は、細砂粒 金雲母を含み、

焼成は、良好。色調l土、内外国とも暗賀補色を呈する。

8.杯形土器 F¥o脇の床面上30cmより出土。推定口径13.2cm、推定底径6.8cm、器高4cmをiJ!l1

る。厚い底部から立ち上がる体部は、直線的にひろがり、ロ縁部に至る。体部i立、ロクロ成形

で、外面下端部は、ヘラ削りが施される。底部は、へラ削りで調整されている a 胎土は、細砂

校を含み、焼成は、良好。色調は、内外面とも明貰褐色を呈する。

9.杯形土器 カマド正面的床面上13cmより出土。完形である。口径12.2cm、底径6.8cm、株

高3.8cmを測る。器厚は、非常に薄い。休部は、底部から若干内脅して立ち上がり 口縁部でわ

ずかに外反する。体苦1Iは、ロクロ成形で、外面下端部は、へラ削りが施きれる。底部は、へラ

削りである。胎土は、細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、内面暗賞褐色、外面赤褐色である。

10 褒形土器 須恵器大裂。住居祉北西コーナー付近内床面上5-15cmより、一時期に廃棄

された状態で出土。口縁部と胴部の 部を欠領する。推定口径26.2cm、底径16.8cm、器高44.2

n
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cmを測る。最大径は、胴部やや上位にあり、 40.5cmをilll]る。上げ底気味の底部か句強〈内空し

て立ち上がる胴昔日は、内面に明瞭な凹凸を見せながら内奇気味に聞く 。屑部l立、比較的広〈仮

っている。頭部は、周部からr( Jの字形に強〈屈曲し、やや外反しながら、口縁部に到る。ロ縁

部は、外面に凹線を有する直立する面をもち、内面にわずかな稜を有する。口縁部は、内外I曲

とも横ナデが行なわれ、要員部は、明瞭なロ クロ成形痕を内外面に残し、納部外面は、紺lいタタ

キ目を全面に施し、内商は、へラナデが施される。胎土は、暫l砂粒を含み、焼成は、良肝。色

翻は、暗灰色。屑部外面と口辺部内面・ 底部内面に淡緑色町自然柑がかかっている。

11.褒形土器須恵器大襲。自の東情1]の床面上30-40cmよリ出土。推定口径35cmを訓1]る。沼

郡から強〈 屈曲する類部i土、 内外面に凹凸を持ち、外反する。口縁部は、 下方にのび直立する

面を持つ。口縁部内外国とも横ナデが見られ、頚部は、明瞭なロクロ成形痕を有し、外商に 2

本内波状沈線が描かれている。体部は、ヘラナデが施され、内面には三日月形のへラ削りが残

る。胎土は、細砂粒を密に含み、粗石粒 小石を若干含み、焼成は良好。色調は、内而灰色、

体部外面は白灰色、頭部黒灰色を呈する。

12.護形土器 須恵器大襲。住居主1:北西コーナー付近より出土した土器とP，の北側及びピ y

ト群のP5より出土した土器の接合土器で、それぞれ床面上5-15cmと8cm浮いた状態で出土。

胴部町一部を欠くが、 完形である。口径41.3cm、底径23.4cm、器商65cmをill']る。最大径は、胴

部上位にあり、 59.5cmを測る。上げ底の底部から強〈 屈曲 して立ち上がる胴部は、内空空気味に

ひろがり、肩部に至る。屑部は、比較的広〈猿っている。頭部は、府間iからr( Jの字形に強〈

屈曲し、外反しながらひろがる。口縁部は、直立し凹面をつくり、端部は尖り気味て'ある。口

縁部は、横ナデが砲され、頭部は、 ロクロ成形で、 外面にロクロ成形痕を有する。胴部は、や

や帽の広いタタキ目を全両に施L、胴都内面上半は、ヘラナデ向後に[iiJ，し、同の浅いタタキによ

り叩き しめられ、下半はていねいなへラナデが施される。胎土は、相砂粒を密に含み、焼成i立、

良好。色調は、内商背灰色、外面白灰色であるが、外面会両と内而F良部は、黒〈 主主っており制

部内面に、 塗料のはねた痕が見られる。

13.万子 北壁下町床面直上より 出土。身内一部を現存する。現存長5.7cm、幅O.8cmを刷る。

14 鎌 南壁下の床面上10cmより出土。 基端部を欠制する。現存長13cm、幅2.6cmを測る。

15.紡錘阜 商壁下の床面上10cmより出土。紡輪町一部と芯体の両端を欠航する。現存長13

5cm‘軸径O.4cm、紡輪後7cmを測る。

16 紡錘111 滑石。町内南東の床面上21cmより出土。第1号住肘祉の3と接合する。

本住居祉は、他の住居祉の切り合い関係、住居祉の形態 ・胤快及び出土遺物より、 医l分1mと

考えらitる。

18 



ロ

20cm 。

¥ 一一て二ごコ

三話量話通』 14 

第 4号住居祉出土遺物実調IJ図(3)

lOcm 。
M4・7号住居祉実測図(5)

19ー

ー毎号空主重要事=

315 
第12図

T
S
It
-
--aa
ι

;
reot
lat
r
i
-
-
1
3
r
'1
1i
a
，t
il
-
s
r
a'
z
a福
竜
、

=ニニコこ。寸



1JII;5号住居祉 (第13図)

本住居祉は、第8号住居祉を切り、第6号住居祉とわずかに接して検出された。住居却の%

は、調査区域外にあるため、調査できなかった。平面形は、方形を皇し、東西辺396cmを測る。

住居祉の主軸方向は、東を示している。壁は、ほほ垂直にしっかりと立ち上がる。床面は、ロ

ームを床としやや堅鍛であり、壁近〈及び第8号住居祉と重複する部分1:1、貼床が施されてい

る。ピットは、検出できなかった。周1曹は、力7 ド付近を除いて全周している。カマドは、東

壁中央に位置する。床面を若干掘り込んでいる。天井部は崩落している。右袖は、 J品部のみ残

存している。火床部は、非常によく焼けている。覆土は、 4層に分けられ、第1層ローム粒干

を若干含む黒褐色土、第2層ローム粒子を含み、焼土粒子を若干含む暗褐色士、第3層ロ ム

粒子をやや多〈含む暗褐色士、第4層ローム粒子を多〈含む暗貰褐色土である。

出土遺物 (第14図)

1. 主要形土骨~ 南壁下の床面上o-12cmより出土。泌を現存し、推定口径22cmを測る。顎苦1¥

より強〈外反する口縁部は、凹面を有する直立する面をなし、内面に若干の稜を有する。口縁

部内外面は、繍ナデが見られ、胴部外面は、縦方向のへラ印lり、内商は、ヘラナデが飽きれる。

胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、赤褐色を呈する。外面に輪積み疫を有する。

2.褒形土器 カ7 ド内より出土。%を現存し、推定口径17.8cmを担IJる。頚部より外反する

口縁部は、外而に直立する商を持ち、内面に稜を有する。胴部l立、ゆるやかに競る。口縁部内

外面は、横ナデが施され、胴昔日外面は、 縦方向のへラ削り、内面は、へラナデが施される。胎

土は、細砂粒を含み、焼成は、 良好。色調は、暗賞褐色を呈する。

3.杯形土器 住居祉中央の床面直上より出土。推定口径14.6cm、底径6.6cm、器高4cmを測

る。体部は、底部からゆるやかに内脅して立ち上がり、口縁部に至る。体部は、ロクロ成形で

あり、底部は、回転糸切りである。胎土は、細砂粒を含み、焼成は良好。色翻は、賀補色。‘

4 杯形土器住居担l中央やや西寄り の床面上6cmより出土。完形であり、口径13cm、底径

6.5cm、器高3.8cmを測る。底部から内習して立ち上がる体部は、直線的に外反する。体部の器

厚が、若干厚 くなっている。体部内外面に、ロクロ成形痕を残し、外面下端部は、 へラ削リ が

地され、底部は、回転糸切りの後に周縁を回転へラ削りで調整する。胎土は、相砂粒 ・細砂粒

を含み、焼成は良好。色調は、赤褐色を呈するロ

5.杯形土器 カマド内より出土。推定口径14.8cm、底径7cm、器高4cmを測る。上げ底の

底部から内雪して立ち上がる体部は、内外商に凹凸を持ち、直線的に外反する。体部は、ロク

ロ成形痕を残し、底部は、回転糸切りである。胎土は細砂粒を含み、焼成良好。赤褐色を皇す。

6 杯形土器 積土中より出土。推定口径12.6cm、底径6師、器高5cmを測る。体部は、底

部から内脅して立ち上がり、上半において鷲干外反する。体制1は、ロクロ成形であり、底部は

回転糸切りである。胎土は、細砂粒を密に含み、焼成は、良好。色調は、内面赤縄色、外商鼎

一20
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6 健二土 焼土プロ ，タ

第13図第5号住居祉実測図(1)
褐色を呈する。

7 杯形土器 覆土中より出土。雑誌口径13.6cm、底径6.2cm、器高4.6cmを調'1る。中央が薄

し、器厚の底部から強〈立ち上がる体部は、内奇気味に開き、口縁部は若干外反し、 口唇部は、

やや角ばっている。体部は、内外面ともロクロ成形痕を明瞭に残し、底部は、回転糸切リであ

る。胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、赤褐色を呈する。

8.杯形土器 説土中より出土。底径5.8cmを測る。底部は、上げ底で、中央の器厚が薄い。

体部は、ロクロ成形で、底部は、回転糸切りである。胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良好。

色調は、内外商とも黄褐色を呈する。

9.杯形土器 覆土中より出土。 底径6.7cmを測る。体部内外面に、ロクロ成形痕が晃られ、

底部は、回転糸切りである。胎土は、細砂粒を密に含み、焼成良好。色調は、褐色を呈する。

10 杯形土器 覆土中より出土。底径5.6cmを測る。体部l土、ロクロ成形で、底部は、回転糸

切りである。胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、内面暗黄褐色、外面褐色である。

11 杯形土器 覆土中より出土。底径5.8cmを測る。底部は、回転糸切りである。胎土は、細

砂粒を密に含み、焼成は、良好。色調は、赤褐色を呈する。

12.杯形土器 覆土中より出土。底径5.6cmを測る。体部は、内外国にロクロ成形痕を残し、

-21ー
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底部は、回転糸切りである。胎土は、 細砂粒を含み、焼成良好。色調は、黄褐色を呈する。

13.杯形土器 磁土中より 出土。底径6.4cmを測る。体苦11は、 ロクロ成形であり、外商下端部

は、ヘラ削りが施される。底部は、回転糸切りの後に周縁を回転へラ即lり調髭が施される。胎

土は、細l砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、内面赤褐色、外商暗赤褐色を呈する。

14.高台付杯形土器 住居社中央やや西寄りの床面上10cmより 出土。底径9.4cmを測る。高台

は、短かく、接地苦11は丸味をおびる。高台は、 内外面とも横ナデが施され、休部は、ロクロ成

形である。胎土は、制砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、1日r裕色を呈する。
15 鎌住居祉中央の床面直上より出土。現存長9.4cm、幅2.7cmを測る。先端部を欠損する。

本住居祉は 住居社形態及び出土遺物により、国分期と考えられる。

(中西克也)

第6号住居祉 (第15図)

本住居祉は、第8号住居祉に切られ、第5号住居祉とはわずかに接して検出された。また、

P-26、27、28にも切られている。平図形は、方形を呈し、 460cmx 466cmを測る。住居祉の主

軸方向は、北西を示している。北および束壁の一部は、第8号住居祉により破壊されているた

め存在しないが、他的壁は、はぽ垂直にしっかりと立ち上がる。床而は、ロームを床とし良く

しまっており、壁近くは貼床が施されている。ピyトは.P，-P5まで5個検出された。p，-p‘
は主柱穴で、P，は第8号住居祉の床而において確認した。P5は貯蔵穴で、隅丸長方形を呈し、

深さ32cmをiJliIる。カマドは、北壁中央に位置する。粘土により構築され、 右袖・ 煙道の一部は

P -28により破峻されている。焚口、燃焼部はあまり焼けてなく、はぽ中央に高杯形土絡が伏

せられて出土している.

本住居祉は、確認調査 (伊藤1983)において検出された第1号住居祉である。確認調査時に

住居祉の西側%を発侃しており.杯形土法4個体他が出土している。

出土遺物 (第16図)

本住居祉よリ出土した遺物は、すべて土師器片である。襲 ・甑 杯 ・高杯形土器が知られる

が、図示し得るのは杯および高杯形土器である。 1-5は本祉に伴ヲもので、 6・7は住居祉

南側中央の覆土上初から出土したもので、おそらくピット群に伴ったものと考えられる。

1.杯形土器 P5の底面より出土。ほぽ完形になるが、 2片に割れていて接合しないため{草

原実測による。口辺部下に55，、外稜を有し、 口辺部はやや内傾気味に立ち上がる。口径14cm、

現存高5.5cmをi¥lllる。外国全面と底部を除〈内面に赤色塗彩が施される。

2 杯形土器 住居祉南西隅の床面上2cmより出土。口径のK現存し、復原実測による.外

稜を有し、口辺部は直立する。口径14cm(推定)、現存高4.7cmを測る。外国全面と底部を除 〈内

面に赤色塗彩が施される。

3 高杯形土器 カ7 ド内より口辺部を下にして出土。完形品である。杯部は半球形を呈し

-23 
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己主メ
出土遺物実測図

6 。 10m 

第16図第6号住居祉実測図(2)

脚部は短く じ、」の字形に開〈 。口径12.8cm、器高10.lcm、裾径8.6cmを測る。杯部内面と口辺部

外面に赤色塗彩が施される。

4 杯形土器 覆土中の出土。口径のyz強現存し、復原実測による。半球形を呈し、口径12

4cm、現存高5.5cmを測る。内外面とも赤色塗彩が施される。

5 杯形土器 詰i土中町出土。口径のy.強現存し、復原案測による。半球形を呈し、口径13

cm (推定)、推定器高6.2cmを測る。内外雨とも赤色塗彩が施される。

以上の 1-5は、いずれも胎土は小砂粒を多〈含み、色調は内外面とも茶褐色を呈L、焼成

は堅固である。器面的整形 ・調整も同様の手法がみられる。口辺部は内外面ともヨコナデ、体

部は内聞ヘラナデ、外面へラケズリが施される。

6.杯形土器 再lj上面より出土。完形品である。口径12.1cm、底径6.5cm、器高4.1cmをiJIIJ

る。ロクロ成形で、底部は回転へラケズリの後、手持ちへラケズリで調整され、体部下端もへ

ラケズリが施される。胎土は細l砂粒を含み、色調は内外面とも黄禍色、焼成は良好である。

7.杯形土器 覆土上面より 6といっLょに出士。口径の泌が現存する。口径12.3cm、底径

7，9cm、器高4.1cmを測る。ロ 7ロ成形で、体部外面下端と底部は手持ちへラケズリが地される。

胎土は制砂粒を含み、色調は内面褐色、外面目音褐色を塁し、焼成は良好である。

本住居祉は、出土造物等から古墳時代後期的鬼高期の所産と考えられる。

第 7号住居祉 (第8図)

本住:桜祉は、第 2・4号住居士止の2軒に切られている。平面形は、方形を呈すと恩われるが、

住居祉の1問を検出したのみで、詳細は不明である。壁は、南壁および西壁の一部が現存し、
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。 IOcm 

11ぽ垂直でしっかりと立ち上がる。床面はロームを床

とし、周溝が掘られている。柱穴およびカ7 ドは、検

出きれなかった。

出土遺物 (第17図)

本住居社より出土した遺物は、すべて土師器片であ

る。ほとんどが細片である。

第17図 第 7号住居祉出土遺物実測図 1.小形裂形土器 住居祉の現存するほぽ中央の床

面より出土。完形品である。口径13.7cm、器高8.9cm、底径6.lcmを測る。胎土は小砂粒を多〈

含み、色調は内外商とも茶褐色を呈する。焼成は堅固である。器面は、口辺部内外面はヨコナ

デ、胴部は外面はヘラケズリの後に粗いへラナデ、内面はへラミガキ様のへラナデにより調整

されている。底部はへラケズリにより作り出されている。本住居祉は、重綾により一部が現存

する円みであるが、出土遺物等から古墳時代後期の鬼高期的所産と考えられる。

第8号住居地 (第18図)

本住居祉は、第6号住居祉を切り、第5号住居枇に貼られて検出された。すなわち、古い方

から第 6号住居祉→第 8号住居祉→第 5号住居祉の順になる。北東隅は、発掘調査区域外であ

る。平面形は、方形を呈し、 460cmX 470cmを測る。住居祉の主軸方向は、ほぽ北を示している。

壁は、ほぽ垂直にしっかり立ち上がるが、南壁および東壁は、他の住居祉との重複て'わずかに

残っている。床面は、ロームを床とした貼床で、 中央部はよくしまっている。周溝は、南東隅

で切れる他は、全周すると思われる。ピ yトは、 P'-P4まで検出された。P，-P，は王柱穴で、

九は、入口施設に伴う柱穴であろう 。主柱穴は 3個しか検出きれなかったが、区域外に 1個あ

ると考えられ、 4本柱と考えられる。カ7 ドは、区域外に位置すると考えられ検出されながっ

た。

出土遺物 (第18図)

本住居祉より出土した造物は、土師棒ー須恵器 ー石製品である。

1.褒形土器 P，の北東町床面より 15cm浮いた状態で出土。口径の巧強現存し、復原実測に

よる。口径12.4cm、現存高8.3cmを測る。胎土は、小砂粒を多〈含み、色調は内外商とも赤褐色、

焼成は堅固である。口辺部は、内外面ヨコナデ、胴部は外面へラケズリ の後ヘラナデ、内面は

へラナデが施される。

2-7は、杯形土器である。3. 4は胎土に細砂粒を含むが、精選されており、他は小砂粒

を多〈含む。焼成はいずれも堅固である。

2.杯形土器 南壁下町中央、床面より 4Cm浮いて出土。口径のM現存する。口径が大きく、

底の深い鉢形に近い形状でーある。口辺部下に外稜を有する。口径17.8cm、器高8.2cmを測る。
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外面は、口辺部ヨコナデ・体部へラケズリの後に全体に横方向のへラミガキが施きれる。内面

はへラミガキにより調整されている。色調は、内面茶褐色、外国赤褐色を呈する。

3 .杯形土器 PIわきの床面上より出土。口径の%が現存し、 口径11.6cm、器高3.4cmをiJIIJる。

外稜を有し、口辺部は短かく内傾気味に直立する。内外面とも、 ヘラミガキにより調整される

が、外面体部は磨滅している。色調は、内外面とも淡茶褐色を呈する。

4.杯形土器 住居壮中央の床面より35cm浮いた状態で出土。口径町巧弱が現存し、 1!i原実

調IJによる。外稜を有し、口辺部は内傾する。口径は、 12.0cm(推定)、器高は3.7cmを掴IJる。内外

面とも入念なへラミガキが施され、色調は内外面ともi尭茶褐色を呈する。

5.杯形土器 P，町南西の床面より 6cm浮いた状態で出土。口径のメが現存し、復原案測に

よる。紫縁口辺を皇し、へラケズリにより平底の底部を作り 出している。口径13.0cm(推定)、

器高4.0cm、底径5.Ocmを測る。外商は、口辺部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、内面はへラナデが

施される。色調は、内外面とも茶褐色を呈する。

6.杯形土器 P2町東の床面より48cm浮いた状態てe出土。口辺部は一部のみ現存し、底部よ

りの復原実測による。口径11.8cm(推定)、器高5.2cm、法径5.Ocmを測る。外面は、口辺部ヨコ

ナデ、体部へラケズリグ〉後へラナデ、内面は粗いヘラミガキが施される。色閣は、内面時茶褐

色、外面茶褐色を呈する。

7 杯形土器 住居祉中央の床荷より40cm浮いた状態で出土。口辺部の一部を欠くが完形。

口径12.0cm、器高4.7cm、底径6.2cmを測る。外面は、口辺部ヨ コナデ、 体部ヘラケズリの後ヘ

ラナデ、内面はへラナデの後にへラミガキにより調整される。色調は、内閣赤褐色、外商茶褐

色を呈する。

8 高杯形土器 P1町西側の床面より 2cm浮いた状態てe出土。口唇部と裾端部の一部を欠く

が完形である。口径13.6cm、器高11.4cm、裾径11.Ocmを測る。外而は、口辺部ヨコナデ、杯部

体部から脚部はへラケズリの後、粗いへラ ミガキが施される。内聞は、杯部はヘラミガキによ

り調態され、星色処理されている。脚部は、端部はヨコナデ、脚枝部はへラケズリが施される。

色調は内外商とも茶褐色を呈する。

9.須恵器の蓋形土器 覆土より出土。口径の%が現存し、復原案i則による。口径10.0cm(推

定)、現存高3.2cmを測る。ロタロにより成形され、 口辺部と天井部の境に浅い回線がみられる。

胎土は、細砂粒を含むが精選され、色調は内外面灰色を呈し、焼成は非常に良好である。

10.石製紡錘車 PI町西の床面より 10cm浮いた状態で出土。滑石製の紡錘車の破片である。

推定径3.8cm、高さ2.0cm、中心干しの推定径0.8cmを測る。

本住居祉は、出土遺物等から古墳時代後期的鬼高期的所産と考えられる。

-28-



第9号住居祉 (第19図)

本住居祉は、単独で存在するが、ピ yト群との重複が認められ、 P-29-36に切られている。

平商形は、方形を呈し、 440cmX 440cmを測る。住居祉の主軸方向は、西北西を示している。壁

は4壁とも、ほぼ垂直にしっかりと立ち上がる.床面は、ロームを床とする貼床で、 中央部は

非常によくしま っている。周溝は、全周する。ピyトは、 p，-p，まで5個検出された。P，-P.

は主柱穴である。P，は深さ36cmを抑1')、入口施設に伴う住穴と考えられる。カマドは、西壁中

央に検出された。粘土により構築されている。燃焼部は掘りくぽめられているが、底面は焚口

付近が焼けていたのみである。煙道は、住居祉外へ25cm程伸びている。

出土遺物 (第20図)

本住居社より出土した遺物は、土問問語、耳環である。他に住居社南西附より粘土が検出され

ている。

1 小形褒形土器 カマド西の床面より 5cm浮いた状態で出土している 。 口辺部は~現存し、

胴部は一部現存、底部は全周し、復原実測による。口径11.Ocm(推定)、器高8.6cm、底径7.5cmを

測る。胎土は、 小砂粒を多〈含み、色調は内外面とも暗茶褐色、焼成は堅固である。外面は、

口辺部ヨコナデ、胴部 底部へラケ丈リ、内面は口辺苦1¥ヨコナデ、胴部はへラナデにより器面

調整される。

2 杯形土器 東壁下中央の床面上より出土。口径町7:i'現存し、復原実調'1による。外稜を有

し、 口辺部は短か く内傾Lて立ち上がる。口径10.0cm(推定)、現存高3.0cmを測る。胎土は細砂

粒を含むが精選され、色調は内面は黒色処理が施され、外面は茶褐色を呈する。焼成は堅固で

ある。外商は、口辺部ヨコナデ、体制iへラケズリ、内面はへラミガキが施される。

3.杯形土器 P，内に床面より 14cm落ち込んだ状態で出土。口径の%が現存する。索縁日辺

を呈し、口径12.8cm、器高4.5cmを測る。胎土は、細砂粒を含むが精選され、色調は内面淡茶褐

色ないし黒色、外国は淡茶褐色を呈する。焼成は堅固である。外面は口辺部ヨコナデ、体部は

へラケズリ向後に一部に粗いへラミガキ、内面はへラミガキが施される。

4 杯形土器 カマド西の床面より 10cm浮いた状態で出土。口径の巧弱現存し、復原実測に

よる。紫縁日辺を呈し、口径12.6cm、推定器商2.8cmを測る。胎土は、細砂粒を含むが精選され、

スコリアの赤い粒子を含む。色調は、内面淡茶褐色、外商茶褐色を呈し、焼成は堅固であ高。

外商はヘラケズリの後へラミ ガキ、内面はへラミガキが施される e

5 褒形土器 磁土よりの出土。口辺部から胴中央部までが現存する。口径は全周し、屑部

か句胴部は泌が現存し、復原実測による。口径12.6cm、現存高8.6cmを祖'1る。胎土は、小砂粒を

多〈含み、色調は内外聞茶褐色、焼成は堅固である。外面は、口辺部ヨコナデ、胴部ヘラケズ

リの後一部にへラナデ、内面は口辺部ヨコナデ、周昔日へラヶズリ、胴部へラナデが施される。

6.綜形土器 覆土より出土。口径の%現存する。わずかな外稜を有するが、これはへラケ
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2 建童家3

マ種多グ6 0'07 
o 5，cm 。 10cm 

出土造物実j&l]図

書匹20図 第9号住居祉実測図(2)

ズリにより作り出されたものである。口径11.4cm、器高3.4cmを測る。胎土は小砂粒を多く含み、

色調は内面は里色ないし茶褐色、外面は茶褐色を呈する。焼成は堅固である。外商は、口辺部

ヨコナデ向後に所々へラミガキ、体部はへラケズリの後に粗いへラミガキが施される。内面は

へラミガキにより調整される。

7.耳環 南壁下町床面上より出土。青銅製の耳環で銀メ yキが施される。全長22mm、断面

は楕円形で7X 4 mmを測る。表裏面とも、中央部は銀が制l落し、地金が出ている。

本住居祉は、出土遺物等から古噴時代後期の鬼高却!の所産と考えられる。

第10号住居祉 (第21図)

本住居祉li、単独で存在するが、大半は調査区域外に位置し、南壁と西壁および床面の一部

を検出Lた。平面形は、方形を呈すると思われるが、規模は不明である。住居祉の主軸方向ほ

西南西を示すと思われる。壁は、南 ・西壁の一部を験出し、やや傾斜して立ち上がる。床面は、

中央部はロ ムの直床でよくしま っており、壁のj!iくは貼床である。周構は、検出した範囲で

は全周する。ピソトはP，、P，の 2個検出された。p，は主柱穴のひとつと考えられ、 p，は貯蔵穴

である。平面形は悶丸長方形を呈し、深さは40cmを測る。カマドは西壁中央よりやや南寄りに

位置する固粘土により構築されている。焚口は、やや掘りくぽめられ、底面は非常によく焼け

ていた。燃焼部中央には、 22の高杯形土器が伏せられた状態で出土し、上に21の杯形土器が重

なっていた。

出土遺物 (第21. 22図)

本住居祉より出土した遺物は、土師器のみである。住居祉を完掘していないにもかかわらず、

多くの土器が出土している。土骨量は貯縦穴を中心とした位置に集中して出土し、すべてが床面

密着ないし、貯蔵穴内の出土である。
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1.小形袈形土器 P，の北の床関上より 出土。全体的%が現存するが、接合しない部分があ

り復原実抑lによる。底部は、やや突出し木業痕がみられる。口径13.8cm、器高15.5cm、底径6.1

cmを測る。胎土は、小砂粒を多く含み、色調は内面暗茶褐色、外面は赤褐色を呈する。焼成は

略固だがもろい。外面は口辺部ヨコナデ、胴部はヘラケズリ、内面は口辺部ヨコナデ、 H岡部は

へラケズリが施される。

2 ~晃形土器 カ7 ドわきの床面上より出土。口辺部の泌を欠くが完形である。口辺部は短

かく5;¥;<外反し、 m.]部はゆるやかに有曲して底部に至る。底部はへラケズリされ、やや上げ底

である。口径20.6cm、器高18.8cm、底径7.2cmを測る。胎土は、小砂粒を多く含み、 色調は内面

暗褐色ないし鼎色、外面は茶褐色を呈する。焼成は堅固である。外商は、口辺部ヨコナデ、 胴

部はへラケズリの後一部粗いへラナデ、内面は口辺部ヨコナデ、胴部はへラケズリが施される。

3.鉢形土器 力7 ドわきの床面上より出土。口辺部は%現存し、復原実測による。口径22

4cm、現存高13.0cmを測る。胎土は、小砂粒を多〈含み、色調は内面茶褐色、 外商赤褐色を呈

する。焼成は堅固である。外面は口辺部ヨコナデ、胴部へラケズリ、内面は口辺部ヨコナデ、

胴部へラナデが施される。

4 -17は、丸底をもっ杯形土器である。それぞれ器形は異なるが、胎土 ・色調 ・焼成および

器面調整手法は共通する。いずれも、胎土は小砂粒を多〈含み、色調は内外面とも茶褐色ない

し燈褐色を呈し、内外面とも赤色塗彩される。焼成は堅固である。器面調整は、 口辺部は内外

面ともヨコナデ、体部外商l立へラケズリ、休部内面はへラナデが施されている。

4.杯形土株 貯蔵穴(P2)内町底面より 5cm浮いた状態で出土。完形である。外稜を有し、

口辺苦1111内傾して立ち上がる。口径13.0cm、器高5.8cmを測る。赤色塗彩は、内外面とも底面を

塗リ残している。

5 杯形土器 目的北東の床面上より出土。口径の%現存する。外稜を有L、口辺部は内傾

して立ち上がる a 口径11.6cm、推定器高5.4cmを測る。赤色塗彩は、内外面とも底面を塗。)残し

ている。

6、杯形土器 貯蔵穴(P2)内向底面よ り出土。口辺部門一部を欠くが完形である。外稜を有

し、口辺部は外反して立ち上がる。口径14.2cm、器高4.6cmを測る。赤色塗彩は、口辺部のみに

施される。

7.杯形土器 附蔵穴(P2)内の底面より 5cm浮いて出土。口径の174現存し、復原笑測による。

外稜を有し、口辺部は外反して立ち上がる。口径16.4cm(推定)、器高4.8cmを測る。赤色塗彩は、

内面iの底面以外全面に施される。

8 杯形土器 貯蔵穴(P2)内向底面より出土。 口径の~~号現存 L、復原実測による。外稜を

有し、口辺部は比較的短かく外反する。口径13.8cm、器商4.5cmをi<<'lる。赤色塗彩は、内外面全

体に施される a
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9.杯形土器 貯蔵穴(P，)内的底面より出土。口径の泌弱現存し、復原実測による。外稜を

有し、口辺部は短かく直立する。 口径14.4cm、器高5.0cmを測る。赤色塗彩は、内面的底面以外

の全面に施される。

10.杯形土器 貯蔵穴(P，)内向底面よ り出土。完形である。底の深い土器で、 口辺吉田はゆる

やかに外反する。口径16.6cm、器高7.3cmを測る。赤色塗彩は、 口辺部にのみ施される。

11.杯形土器 貯蔵穴(P，)の東町床面上より出土。口辺部の一部を欠くが完形である。底が

深〈、口辺部はゆるやかに外反する。口径14.6cm、器高5.8cmを測る。赤色塗彩は、内外面の底

面を塗り残し、内面の塗り残した部分に、幅 1cmで十文字に塗っている。

12.杯形土器 P1の北の床面上より出土。口辺部と底部の一部を欠くが完形である。底が深

〈、口辺部は内寄し、口唇部内面に稜をもっ。口径12.6cm、器高5.5cmを抑じる。赤色塗彩は、内

外面とも口辺部内みに施し、 内面の底面には幅2.6cmてe十文字に塗っている。

13.杯形土器 南壁下の床面上より出土。口径のu現存する。外稜を有し、口辺部は短かく
内傾する。口径14.2cm、器高5.5cmを測る。赤色塗彩は、内外面とも口辺部のみに施し、内面的

底面には幅1.7cmてe十文字に塗っている。

14 杯形土器 貯蔵穴(P，)の東の床面上より 2片に割れて出土。底部の一部を欠くが完形で

ある。素縁口辺で、口径14.6cm、現存高5.3cmを測る。赤色塗彩は、内外面とも底面を塗リ残す。

15 杯形土器 住居祉南西隅の床面上より出土。完形である。素縁口辺で、口辺部は内習す

る。口径13.6cm、器高4.9cmを測る。赤色塗彩は、底面を塗り残している。

16.杯形土器 カ7 ドわきの床面上より出土。口径の%現存し、復原実測による。素縁口辺

で、底の深い器形てれある。底部外面に10条程の擦痕があり、砥石として利用されたと思われる。

口径14.8cm、器高6.0cmを測る。赤色塗彩は、内外面とも 口辺部にのみ施し、内面の底面には幅

1.8cmて前十文字に塗っている。

17.杯形土器 貯蔵穴(P，)東側町床而上の2片と、財蔵穴内底面出土の計3片が接合した。

口径の%現存し、底部を欠く 。弱い外稜を有し、 口辺部は直立する。口径15.5cm、現存高6.0cm

を測る。内外面とも赤色塗彩が施される。

18.杯形土器 貯蔵穴(P，)上面の1片(床面より 7cm貯蔵穴内に落ち込んで出土)、と貯蔵穴

底面出土の 1片が接合した。口径同労弱現存し、復原実測による。平底を有し、口辺から底部

まで直線的な形状を呈する。口径13.0cm(推定)、器高6.9cm、底径6.0cm(推定)を測る。杯形

というより、椀形に近いものである。口辺部内外商のみに赤色塗彩が施される。胎土 色調

焼成および器面調整手法は他の杯形土器と同 じである。

19 杯形土器 貯蔵穴(P，)内底面出土の1片と、 R北側の床面上出土の1片が接合Lた。口

径の災現存する。口径12.4cm、器高6.1cm、底径5.4cmを測る。胎土 ・色調 ・焼成は他的杯形土

器と同様だが、外面へラケズリの後に粗いへラミガキが施される。
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20.手控ねニl二総 カ7 ドの北側床而上で出土。完形である。口径5.4cm、器商2.8cmを測る。

胎土は小砂粒を多〈含み、色調は内外商茶褐色を呈する.焼成は堅固である。内外面全面に.

指頭によるナデとオサエが認められる。

21.杯If，ゴ総 カマド内出土。完形である。弱い外綾を有し、口辺部は外反する。 口径14.3

師、器高6.5cmを測る。胎土 ・色調 ー焼成および器面調監は、他的杯形土器と変らない。

22 高杯!防土~lf カマド内出土。完形である。杯部は底が深〈、口辺部はやや内習する。脚

庁11は小さく 「ノリの字形に拡がる。口径13.8cm、総高10.7cm、裾径9.0cmを測る。胎土は小砂粒を

多〈含み、 色調は内外rfii茶褐色を呈し、外而口辺部と内而の底面以外には赤色穐彩が施される。

焼成はl県凶である。外I而U辺部は、ヨコナデ、杯苦1¥体部から脚部にかけてはヘラケズリ、内而
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杯部はヨコナデとへラナデが施きれる。

23.椀形土器 積土より出土。口径は全周し、復原案調lによる。体部はややふくらみ、口辺

部は直立気味に外反する。口径14.8cm、現存高8.5cmを測る。胎土は、小砂粒を多〈含み、色調

は内面暗褐色、外面茶褐色を呈する。外面全面と、内面白辺部は赤色塗彩が施される。外面は、

口辺部ヨコナデ、休部へラケズリの後へラナデ、内面は口辺部はヨコナデ、体部はヘラナデが

施される。

本住居祉は、出土遺物等から古墳時代後期的鬼高則的所産と考えられる。

(村山好文)

第11号住居祉 (第23図)

本住居祉は、調査区域北端部の斜面において、検出された。北壁内一部は、斜面のため消失

しており、南西コーナーは、調査区域外のため調査できなかった。平面形は、方形を呈し、305

cmX332cmを測る。現存する壁は、垂直に立ち上がり、保存状態は良し、。床面は、平坦で、ロー

ムを床とし、堅級であり、壁近くは貼床が施されている。周溝は、住居祉を全周すると考えら

れる。カマドは、東壁と西壁の中央に位置する。東壁カマドは、良質な粘土でつくられた両ソ

デのみ残存する。床面から若干掘り込んでいる。問、ノデの内側と煙道部は、よく焼けている。

酋壁カマドは、粘土でつくられた両ソデを残存している。火床昔日、煙道部、両ソデの内側が、

よく焼けている。杯形土器が、火床部上12cmより伏せられて出土している。これらのカ7 ドは、

新旧なく、同時期に使用されていたと考えられる。本住居士11:中央には、ピ y トを伴なう小竪穴

が、住居祉の床蘭を切っているのが検出された。

本住居祉は、確認調査 (伊藤1983)において検出された第2号住居祉である。

出土遺物 (第24. 25図)

本住居祉より出土した遺物は、土師器片、鉄製品、石製品であり、図示Lたうち 5.. 6 ' 7 

15は、小竪穴に伴なう 遺物である。

1. ~題形土器 西壁カ7 ド正面の床面上5cmより出土。%を現存し、推定口径20.8cmを測る。

ロ縁部は、類部から強〈外反し、外面に直立する而を作 1)、内面に綾を有する。口縁部は、横

ナデが施され、胴部外聞は、タタキ目の後にヘラ削り制整を行ない、内面は、へラナデである。

胎土は、純l砂粒を密に含み、焼成は、良好。色調は、褐色を呈する。

2 縦形土器 西壁カマド内より 出土。推定底後15.8cmをiJIIIる。底青1¥から強〈内脅して立ち

上がる胴部は、一定した器厚を保ちながら中位に至る。胴都中位外国は、タタキ目が施され、

下位は、ヘラ仰い]、内聞はへラナデが施される。底部は、へラナデである。胎土は、組砂粒、

細砂粒を含み、焼成は、 良好。色調は、内面時賀補色、外面赤褐色を呈する。

3.杯形土器 西壁カマド火床部上12cmより出土。完形であり、 口径13.9cm、底径6師、株

高4.5cmを測る。凹凸のある底部から、由るやかに内寄しながら立ち上がる体部は、内外面に凹
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凸を持ち、 口縁部は、若干外反する。体

部は、内外面ともロクロ成形痕を残し、

底部は、回転糸切りである。胎土は、細

砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、暗

賞褐色を呈する。

4.杯形土器 西壁力7 ド前の床面上

口径12.3cm、13cmより出土。完形であり、16 

底径5.5cm、器高4.1cmを測る。器厚の厚10cm 。C い底部から強〈内雪して立ち上がる体部

出土遺物実測図(2) は、上位において若干外反し、 ロ縁部に

第25図 第11号住居祉実測図(3) 至る。 体部は、内外面ともロクロ成形で、

底部は、回転糸切りである。胎土は、細砂粒を密に含み、焼成は、良好。 色調は、賞褐色を呈

する。

5 杯形土器 小竪穴底面上14cmより出土。底径6cmてPある。体部は、内外面にロクロ成形

痕を有し、底部は、回転糸切りである。胎土は、細砂粒を含み、焼成良好。色調は、褐色。

6.杯形土器 小竪穴の底面上30cmより出土。底部中央の器厚が、非常に厚い。体部は、 ロ

クロ成形で、外商下端部は、へラ削りが施きれる。底部は、回転糸切りの後に手持ちへラ削り

調整が行なわれる。胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、褐色を呈する。

7.杯形土器 小竪穴の床面上30cmより出土。底径6cmを測る。休部は、底部から強〈内寄

Lて立ち上がる。体部はロクロ成形で、外面下端部は、へラ削りが施される。底部は、手持ち

ヘラ削りである。胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、褐色を呈する。

8.杯形土器 西壁カ 7 ド前の床面上15cmより出土。底径7cmを測る。体部は、底部からゆ

るやかに内習して立ち上がる。休部は、 ロクロ成形、底部は、 回転糸切りの後に周縁をへラ削

り調整されている。胎土は、細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、明黄褐色を呈する。

9.紡錘車 住居壮北西部内床面上l1cmより出土。滑石製である。径3.7cm、厚さ2cmを曲1')、

中央に径0.9cmの孔を有する。

10 砥石 南壁干の周構内より出土。砂岩である。現存長6.2cm、幅3.3cmを測る。

11 砥石 住居祉中央南寄りの床面上5cmより出土。砂岩である。現存長4.7cm、幅4.5cmを

/ 
測る。中程は、 捺減って非常に薄くなっている。全面使用している。

12目磨製石斧 住居祉北側の斜面より出土。縄文時代。完形であり、厚さ 7cm、幅3.8cm、厚

き1.5cmを測る。基昔日に 自然商を残す。刃部に刃こぼれがある。

13. 万子 東壁カ7 ド正面の床面上25cmより出土。身と茎の一部を欠損する。現存長12.4cm

中面0.8cmを測る。
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14 刀子 住居祉北東部より出土。茎の基端部のみ現存。現存長3.8cm、幅0.4cmを測る。

15.釘 小竪穴の底面上11cmより出土。幹部先端のみ現存。現存長2.7cm、幅0.3cmを測る。

16 土製支脚 東壁カ7 ド北側の床面直上より出土。両端部を欠損する。現存長11cm、径6.9

cmを測る。

本住居祉は、住居祉の規模・形態及び出土造物より、国分期の住居祉と考えられる。

(中西克也)

第12号住居祉 (第4図)

本住居祉は、第1号住居祉の南東隅において、わずかに検出された。第1号住居祉、第2号

住居祉、第1号溝の重複するすべての遺構に切られている。平面形は、方形を呈すると思われ

るが、規模は不明である。住居祉の南東隅の一部を検出したのみであるが、壁はほぽ垂直にし

っかりと立ち上がる。床面は貼床で、周構が検出された。ピyトは、第1号住居祉の床面を精

査した結果p，-p.の4個検出された。いずれも、本住居祉の主柱穴と考えられる。検出された
南東隅の壁の形状と主柱穴の位置から、主軸を北西にもつ方形の住居と推定される。カマドは、

検出きれなかった。

本住居祉は、わずかに残存したのみで、出土遺物は土師器小片のみであった。これらの土師

器小片は、鬼高期のものと考えられた。従って、住居祉形態および出土遺物から、本住居祉は

古墳時代後期の鬼高期的所産と考えられる。
(村山好文)

2.ピット群 (第26.27.28図)

ピyト群は、調査区域のほぽ中央部に検出された。ピットは、第6. 9号住居祉を切ってお

り、第 1号講によ って切られている。ピ y トは、P1 -P36まで検出され、分布と覆土によ っ

て、 3グループに分ける事ができる。P1-P15・P22-P36が1グループて山あり、多〈内ピ

y 卜が集中Lているが、規則性は無い。次に、覆土中に焼土粒子 ・焼土プロ ックを含むP16-

P19が分けられる。最後のグル プは、 P20・21であり、離れた位置より検出された。これら

のピ y トは、ほとんど遺物を出土しなかったが、 P1と第6号住居祉のカ7 ドを切る P28は、

完形の杯形土器を出土する。また、 P5より出土した須恵器の褒形土器の口縁部は、第4号住

居士止の12の褒形土器と接合した。

出土遺物 (第29図)

1.杯形土器 P 1より出土。完形であり、口径13cm、底径6.4cm、器高4.4cmを測る。 定

的器l享の底部から強〈内萄して立ち上がる休部1:1、内外面に凹凸而を有し、上位において、 若

干外反する。体部は、ロクロ成形痕を明瞭に残し、外面下端部は、へラ削りが施される。底部

は、回転糸切りの後に手持ちへラ削りで調整されている。胎土は、細砂粒を含み、焼成は、良

好。色調は、賞褐色を呈する。底部外商に墨書文字が有る。
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篇28図 ピット群実測図(3)

2 杯形土器 Plより出土。推定口径12.6cm、底径5.5cm、器商4cmを測る。体部は、底部

。 1m 

よりゆるやかに内習して立ち上がり、上位において、外反する。休部は、内外国ともロクロ成

形痕を残し、外面下端部は、ヘラ削りが施きれる。底部は、回転糸切りの後に手持ちへラ削り

銅盤である。j治土は細砂粒を含み、焼成は良好。色倒は賞褐色。外底外商に盤啓文字が有る。

3.杯形土器 P17より出土。底径6cmを測る。底部は、 中央部の器厚が薄〈、 体部は内習

して立ち上がる。体部は、ロクロ成形であり、底部は、 回転糸切りである。胎土は、細川世粒を

含み、焼成は、良好。色調は、内面暗賀補色、外商明賞褐色を呈する。

4-8は、 P28より出土Lた杯形土器である。

4.完形であ り、口径12.5cm、底径6cm、器高3.8cmを測る。体部は.底部より申るやかに内

有して立ち上がり、上位において外反する。体部は、ロクロ成形で、外面にロクロ成形痕を残

し、外面下端部は、へラ削りが施される。底部は、手持ちへラ削り調整されているため、切り

離しは不明。胎土は、組砂粒 ・細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、褐色を呈する。

5.完形であり 、口径12.8cm、底径7師、器高3.7cmを測る。薄い器厚の底部からゆるやかに

内脅して立ち上がる体部は、器厚が厚くなり、 上位になるにしたがい再び薄くなり 、外反する。

体部は、内外商ともロクロ成形痕を残し、外面下端部は、へラ削りが行なわれる。底部は、回

転糸切りの後に手持ちへラ削り翻墜されている。胎土は、組砂粒 ・細砂粒を含み、焼成は、 良

好。色聞は、補色を呈する。

6.完形であ り、口径13.2cm、底径6.4cm、器高4.4cmを測る。底部から強〈内寄して立ち上

がる体部は、内外面に凹凸面を持ちながらひろがり、ロ縁部が若干外反する。休部は、ロクロ

成形痕を明瞭に残し、外面下半は、へラ削りが施される。底部は、手持ちへラ削りによ って調

整されている。胎土は、組砂魁 ・細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、褐色を呈する。

7.完形であリ、 口径12.8cm、底径6.4cm、器高4.1cmを測る。休部は、底部から強〈内宥し
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第29図 ピット群実測図(4)

て立ち上がり、口縁部において外反する。体部は、内外面ともロクロ成形痕を残し、外面下半

は、ヘラ削りが施される。底部は、回転糸切りの後に手持ちへラ同IJ')調坐される。胎土は、粗

砂粒 ・細砂粒を含み、焼成は、良好。色調は、内外商とも褐色を呈する。

8.完形であり、口径12.8cm、底径7.lcm、器高4.3cmを測る。底部から強〈内脅して立ち上

がる体部は、直線的にひろがる。体部は、内外面にロクロ成形痕を残し、外面下端部は、へラ

削りが施される。底部は、 回転糸切りの後に手持ちへラ削りにより調整される。胎土は、粗砂

粒 ・細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、褐色を呈する。

3 溝状遺構(第3図)

本調張により検出された溝は、 3基であり、住居祉との関係はなく、近世から近代的溝と考

えられる。第 1号溝は、ピント群の一部を切り、第 1・4・12号住居祉を切り、調査区域外に

延び、第3号溝と交わると思われる。幅は150-170cm、深さ40-60cmを測り、断面はV字状を
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第30図表採遺物実測図

呈し、底部は平坦てeある。第2号溝は、第12号住居祉の来世uに検出される。幅は80cm、深さは

ロ

。 10m 

@ 

⑧ 
。 5 cm 

50cmを調IJ1)、断面はV字状を呈する。第3号構は、第3号住居祉の西側に検出され、調査区域

外に延びている。第2号講を切っている。幅は190cm、深さ33cmを担lり、断面はU字状を呈し、

底面は、若干凹凸がある。出土遺物は、無い。

4.表彩遺物 (第30図)

本遺跡において、表採された遺物は、数多くあるが、図示し得るのは、次の7.i皆、のみである。

1.犠形土器 底径8.8cmを測る。胴部は、底部から強く内電して立ち上がる。胴部外面は、

ヘラ削り、内面はナデが施される。胴部内側に、 2ヶ所内輪積み痕が残っている。胎土は、細

砂粒を含み、焼戒は良好。色調は、内面賞褐色、外面暗黄褐色を呈する。

2.杯形土器 ピット群付近より出土。完形であり、口径12.1cm、底径6.2cm、器高4.1cmを

測る。体部は、底部から強〈立ち上がり、直線的にひらく 。体部は、内外面にロクロ成形痕を

残し、外面下端部は、へラ削りが施される。底部は、手持ちへラ削りにより調整される。胎土

は、細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、褐色を呈する。

3 杯形土器 ピット群付近より出土。%を現存し、推定口径12.2cm、底径6cm、器高4.1cm

を測る。体部は、底部からゆるやかに内奇して立ち上がり、口縁部で若干外反する。体部は、

戸、d4
 



内外面にロクロ成形痕を有し、外面下半は、へラ削りが施される。底部は、手持ちへラ削りで

ある。胎土は、細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、褐色を呈する。

4.高台付杯形土器 底径7.7cmを測る。高台は、短かく、接地面は内側にある。ロクロ成形

で、底部は、回転糸切り の後に周縁を高台貼付によ る検ナデが施される。 内面的一部に自然柑

がかかっている.胎土は、細砂粒を含み、焼成は良好。色調は、明灰色を呈する。

5.土製紡錘車 %を現存する。直径4.8cm、厚き2.4cmを掴IJ~、中央に推定径O.8cmの孔を有

する。色調は、褐色を呈する。

6.砥石石質は、砂岩である。片端を欠損し、現存長7.9cm、幅3.8cm、厚き1.2cmを測る。

使用面は、 3商である。

7.寛木通宝 (中西克也)

5. r塚」

「塚」は、南側と北側を小支谷によ って隔てられた、標高37mの狭い台地上に 2基ならんで

存在する。(付図 ・第2図)今回調査されたのは、東側町 「塚」で、旧道跡を隔てた西側20mに

は、ほぽ同一規模のもう一基が存在する。この西側の塚は、南面を現代の墓として利用してお

り、墓石が主主てられている。これらの塚は、町教育委員会には名称、等の記録は残っておらず、

今回はただ 「塚J として報告することとする。なお、地元民的話では先代より、「せんぶ塚」と

呼んでいたということである。「せんぷ塚Jが 「千部塚J をさすものであるとすれば、経塚ない

し供養塚であることが考えられる。

「塚」の平面形は、ほぽ方形を呈し、主軸はほぼ南北を示す。1辺は約8.5mで、盛土の高さ

は約2.6mを測る。(第31図)調査は、境頂部を中心とした東西 ー南北町幅1mの土層観察用の

あぜを残し、すべての盛土を除去する方法で行なった。(第32図)このセクション ベルトで区

画された 4区を、それぞれ北西区 ・北東区 ・南西区 ・南東区と呼ぶこととした。帰り下げは、

北京区と南西区より開始し、地山面まで下げた後、北西区、南東区を掘り下げた。盛土は、旧

表土面(第12層)から積み上げられ、ほほ水平に土を盛りあげている。特に固くしまっている

層はなく、表層およびそれに近い層 (第1-3層)は、全体に木根によるかなりの撹乱を受け

ている。(第33図)

遺物出土状態 (第33・34図)

「塚」の盛土中からは、縄文土器片や土師器 須恵器片が出土しているが、これらは盛土町中

に混入していたものでf塚J に伴うものとは考えられない。「塚」に伴う遺物は、墳頂下町旧表

土面上から出土している。(第33・34図)まず、北東区からぬ1の双盤が出土し、全体を掘り出

したところ、近接して並んだ状態て・Nn2の和鋭が検出された。つづいて、南西区からぬ4、Nn

5の'J皿が並んで出土した。Nn4、Nn5は、同一レベルて・出土し、旧表土面に位櫨している。
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斤有14板2
第34図 「塚」遺物出土状態図

Nu 1、NO.2もほぼ同一レベルで出土してい

るが、 No.4、5より約20cm高い所に位置す

る。

Nu 1の双盤は、伏せられた状態で出土し

た。NO.lを取り上げた所、中にNo.3の和銀

が検出きれた。 NO.3の和銃には、鉄内金具

状のものでしばってあったと思われる古銭

(寛永通宝)が6枚密着していた。Nu1と

No. 3の聞には、膜状になった漆が検出され

た。この漆は、おそらく No.3の和鏡が収ま

っていた曲物の箱の表商に塗布されていた

ものと思われる。木質の部分はとけてしま

い、漆だけが残ったと考えられる。このNo.

1を掘り出した際、周囲の土中に極くわず

かであるが、黒い光沢のある布と思われる

かすが検出された。これが布であったとすれは¥このNO.lとNO.3はまとめて布の袋に入れてあ

った可能性が考えられる。

No. 2の和鋭は、判。 1と接して出土した。 中には、 NO.3の和鏡と同様に古銭(究木通宝)が6

枚乗せられた状態で出土した。古銭の周囲には、白い布と忠われるかすが検出され、 古銭を包

んでいた布と考えられる。NO.2の底面には、非常に薄い板状的木が付着していた。木目が残っ

ており、杉の助物と思われる。Nu2の和鏡は、曲物の箱に収められていたが、鋭の底面に密着

していた部分のみが残存したのであろう。

以上の遺物的出土状態から推して、遺物埋納時的状態を復原してみると以下のようになる。

北に向って右側l奥に、双盤が置かれる。双盤的中には、漆の箱に収められた和鋭と 6枚の寛永

通宝 (まとめて Lばってある)が入っている。これらは、まと的て布の袋に入っていたと思わ

れる。その隣の左側奥には、曲物の箱に収められた、和鏡と 6枚の寛木通玄 (布でつつんであ

る)が置かれている。これらの手前の 段下がった (約20cm)所には、 2枚の小皿が並んで置

かれている。この状態で仏事を行なった後、ここを中心として 「塚」を盛り上げたと考えられ

る。

出土遺物 (第35-37図)

第35図 1.双盤。仏具の双盤と考えられるが、その形状から鉦鼓とも考え得る。口縁部は内
i住¥'

外面とも錆による腐蝕が認められるが、全体に遺存状態は良好である。青銅製で、 上商径15.0cm、

口縁径17.9cm、高さ4.7cmを測る。厚さは、 上面で4mm、側面はわずか1.0mmで非常に薄い。表
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第36図 「塚J出土古銭拓影(1)-N~ (和鏡)に伴って出土Lたものー

面は平坦で、 2本1組の細い凸紐が一周し、中央部はわずかに盛り上げられている。端部はつ

まみ上げたような縁をもっ。側面中央の両屑には、魚、形の耳鑑が付けられ、懸垂のための孔が

あけられている。口縁部は、駒爪式の張出しが付けられ、一部に陰刻銘が記きれている。銘は、

「天下一越後守二郎兵衛」と読める。

第35図2.青銅製の和鋭である。錆肉付一若もほとんどなく、遺存は良好である。径11.6cm、

縁高1.5cmを測る。文様は、松・竹・梅および鶴 亀で構成されている。鎚は径22mm、高き 5mm 

孔径5x 3 mmを測る。銀は亀を表現しており、頭 ・尾、四肢、甲羅までみられる。亀の頭の左
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1 2 3 

4 5 6 

。 5 cm 

第37図 「塚」出土古銭拓影(2)-Nn3(和鏡)に伴って出土したものー

に2羽の鶴がくちばしを接している。右下から中央にかけて、松、松の根本の左側には 3本町

竹、 位向真上には五弁の悔の花びらが一つ配されている。外緑町内側1.8cmに1;1、低い突帯が2

重に一周し、 以上の文棟はこの内側に配されるが、外側lにも松町枝や竹と思われる文僚がみら

れる。

第35図3. 1といっしょに出土した青銅製の和鏡である。2に比べ、全体に磨滅カf激しい。

径1l.6cm、緑高O.85cmを測る。地文は、一辺5酬の六角形の亀甲文を施している。亀甲内には、

径 1mmの4つの円形を組み合せた文様が入る。外緑町内側1.3cmには、低い突帯が一周する。銀
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座は菊座で、径24mm、高き 5酬をiUiI1)、3mmの孔が穿たれている。銃の上に、 2羽の雀と思わ

れる烏が配されている。文様は、全体に浅く、かなりの磨滅を受け一部は不鮮明であり、縁や

鏡面もかなり擦り減っている。

第35図4・5.土師質的素焼きの皿で、仏具皿と考えられる。4は完形で、口径10.8cm、

器高2.2cm、底径6.8cmをilliJる。ロクロによる成形で、底部は回転糸切り手法による切り離しに

よる。胎土は細砂粒を含み、色調は内外商茶禍色、焼成は堅闘である。5も完形で、口径11.0

師、器高2.2cm、底径6.9cmを調1Iる。ロクロによる成形で、底部は回転糸切り手法による切り離

しによる。胎土は細砂粒を含み、色調は内外面とも淡茶褐色を呈し、 4より明るい色調て・ある。

焼成は竪l園。

第36図 1-6 第35図2の和鋭といっしょに出土した寛永通宝である。いずれも裏商に「文」

の一字が認められる。

第37図 1-6.第35図 3の和鋭といっしょに出土した寛ホ通宝である。 1-5は裏面にr文j

の一字があるが、 6は無文である。

(村山好文)

注1 石田茂作監修「新版仏教考古学講座J第5巻 仏具 1976 雄山間
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V.考察

古噴時代の遺構・遺物について

本遺跡より検出された遺構は、出量社、ピ y ト群、講状遺構である。住居祉は、 12軒検出さ

れ、こ円うち第6号住居祉、第7号住居祉、 第8号住居祉、第9号住居社、第10号住居祉、第

12号住居祉の6軒は、住居祉構造、出土遺物から古墳時代的所産と考えられる。以下、出土土

器を中心として、若干の考察を加えたい。

6軒の住居祉から出土した土器は、いずれも古墳時代後期!の鬼高式土器の範鴎に含まれるも

のである。千葉県下出土の鬼高式土器については、以前にその集成と検討を試みたことがあり、
(/tl ) 

これらを基に本遺跡出土土器の位置づけを行なってみたい。各住居祉出土土器の編年的位置づ

けについては、個々の土器の器形の特徴、全体の組み合せ (セ ント)に着服じた。

第6号住居祉 (第16図)

杯形土器、高杯形土器が出土している.5の杯形土器 (積土出土)を除いて、出土状態から

いずれも本住居祉に伴 うものと考えられる。杯形土器は、半球形のものと外稜を有するものが

存在する。高杯形土器は、半球形の杯形土器に、短かく聞く小さな脚を付したものである。以

上向土器は、すべて内外面とも赤色主主彩が施きれる o 本住居祉出土土器は、鬼高第 1WIないし

第11期に位置づけられ、 6世紀前半の年代が与えられよう e
{註，) 

第 7号住居祉 (第17図)

小形菱形土器1点のみが出土している。形状は、鉢形土器に近いものである。鉢形土器は第

III期、第W却lに多〈存在する傾向があり、本例も該期に位置づけておく 。7世紀前後何年代が

与えられる。

第8号住居祉 (第18図)

本住居祉からは、裂形土器、杯形土器、高杯形土器、須恵器蓋形土器が出土している。しか

し、その出土状態を検討すると、すべてが本社に伴うものとは考えられない。1の褒形土器は

床面より 15cm浮いて出土し、 4・6. 7の杯形土器は、 30cm以上浮いて出土している。本住居

祉に伴うと考えてよいと恩われるのは、 2・3・5の杯形土器および8円高杯形土器である。

杯形土器、高杯形土緑町特徴から、第W期に位置つ'けられる。6・7の杯形土器は、覆土上面

の出土であるが、本住居祉に伴う土器より 1段階新しいものと考えられる。上面出土とはいえ、

同じ住居祉の埋土中より出土したことを勘案し、 7世紀前半のやや新しい段階という年代を与

えたい。なお、土器の年代を考える うえで有効な、須恵器が1占出土しているが、積土中の出

土で小破片であるため、土師器を年代の根拠とした。

第9号住居祉 (第20図)

4
 
5
 



本住居祉からは、我形土器、小形褒形土器、杯形土器が出土している。5・6の覆土出土の

ま提形土器 杯形土器を除き、本社に伴うものと考えられる。小形襲形土器、杯形土器内特徴か

ら、第W期に相当し、 7世紀前半の年代が与えられる。なお、床面より 、古墳の副葬品として

多く検出される耳環が出土している。

第10号住居祉 (第21・22図)

本住居祉は、ごく一部内発掘にもかかわらず、多くの土器が出土している。すべて本祉に伴

うものと考え句れ、褒形土器 小形褒形土器 ・鉢形土器 ・杯形土器 ・高杯形土器 ・手控ね土器

と器極も豊富である。杯形土器の4・5は、須恵器叢杯の杯身を模したいわゆる「模倣杯」で

ある。外稜の蓋受けも明瞭で、口辺部の立ち上がりも大きく古相を呈する。他の杯形土器は、

底が深〈、口辺部が外反するもの、半球形のものが主体的で、これらも古い様相がみられる。

杯形土器は、 19・21を除き、内外面に赤色主主彩が施される。特に、 11・12・13・16の4点は、

内面底面に、十文字の赤色塗彩が施されている。このような例は、本遺跡に近い所て・は、芝山

町の清水台No.1遺跡的出土品が知られる。多くの杯形土器の特徴から第11期に相当すると考
{払"

えられ、 6世紀前半の年代が与えられるロ

以上、土器を中心として、各住居祉の編年的位置づけを行ってみた。鬼高式土器の器種は、

褒形土器 ・小形教形土蒋 ・甑形土器 ・鉢形土器 杯形土器 椀形土器 ・高杯形土器・地形土器

が知られている。この中で、本遺跡では甑形土器と柑形土器がみられなかった。士甘形土器は、

鬼高式土器の古い段階に、わずかに存在する程度であるから、本遺跡で出土しないことに大き

な疑問はない。しかし、甑形土器は、組成の上で欠くことのできない主要な器種である。図示

できる程度に復原しない、甑形土器の破片は、各住居祉に散見されている。また、襲形土器も、

破片は多いものの、器形を復原し得た例はほとんどない。 ~形土器と甑形土器は、該期の他の

遺跡では、比較的多〈出土する器種であることから、土器廃棄の問題と関わるものと理解され

る。本遺跡は、今回の発掘によ って検出きれた住居祉がすべてではなく、同一台地上に、まだ

何軒かの該期の住居祉の存在が十分に考えられるロこれが、いずれ調査されることにより、今

回不明であった器種を含め、より遺跡的性格が明らかになるであろう。

(村山好文)

注 Ia日本考古学研究所 1981 房総における鬼高期の研究 (資料編)J 日本考古学研究
所集報111

b鬼高期研究グループ 1982 房総における鬼高期の研究 (研究編)J 日本考古学研究
所畢報w

c千回利明 村山好文 1984 r!V千葉県J r古墳時代土器の研究』 古墳時代土器研究
全小出義治編

在 2 注 1b的文献による。以下も同じ。

注3 柿沼修平 ・村山好文 1980 清水台Nu1遺跡発娼調査報告J 同調査会
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奈良 ・平安時代の遺構 ・遺物について

本遺跡において、奈良、平安時代の遺構は、第1-5・11号住居祉、ピ yト群である。以下

これらの遺構 ・遺物について若干の考察を加える事にする。

住居祉

住居祉は、第5号住居祉を除いて完織する事ができた。住居祉の形態は、方形を呈する。第

1.2・4号住居祉は 1辺4m以上を測り、 4本の主柱穴と 1本的支柱穴を持ち、カ7 ドを北壁

ないし束壁に有する。第3'5.11号住居祉は、 4m未満の小規模な住居祉で、柱穴は検出され

ずカマドは北壁ないし東壁に位置する。第11号住居祉は、北側斜面に単独で検出され、カマド

を束墜と西壁に有し、他の住居祉と呉なる性格を持っている。第4号住居祉は、夜土中にカ7

ド構築材らしいスサ入りの焼土プロ yク・焼土が層になっており、本住居祉廃棄後に他的住居

祉のカマド構築材を投げ捨てたと考えられる。しかし、検出された住居祉のカマドは構築材が

使用されておらず、調査区域外に住居祉が存在し、集落が広がっていると思われる。

ピット群

ピット群は、調査区域中央に3日個のピ y トが検出された。ピ y 卜は、倉庫や畑立柱建物右上が

重複したものと恩われるが、 明確に建物と断定する事はできなかった。住居祉と切り合い、出

土造物によ って、第5・11号住居祉よりやや古い時期のものと考えられる。

出土遺物

出土遺物は、土器、鉄器、砥石、紡錘寧等であるが、杯形土器と褒形土器のみ取り上げる。

杯形土器 すべて土師器であり、 5期に分類できる。第lJUJは第 1・2号住居祉出土の杯で

ある。第2号住居祉1は丸底の底部で、浅い弧状を呈し、 2はロクロ使用で平底を呈し、内外

国赤彩している。第1号住居祉の杯は、平底を塁し、 1は浅く、 2はやや深目的弧状を呈す。

第2号住居祉は第 1号住居一社よりやや古い要素を持つ。8世紀前半~中葉に比定でき る。第日

期は第3号住居祉の杯で、底部は静止糸切りの後に周縁をへラ削り調挫する。9世紀前半であ

ると考えられる。第四期は第4号住居祉の杯で、ロクロ使用で器形、事i整が画ーされ、底部 .

体部下端をへラ削り調整する。3は内黒土器である@これらにより 9世紀後半にあたると思わ

れる。第W期はピット群出土の杯で、ロ縁部が!杷厚外反し、体部下半にへラ削りを施す。この

杯は、 9世紀末から10世紀初頭にあたると思われる。第V期は第5・11号住居祉出土の杯であ

る。底径が6cm前後で小さ く、 体部は内習したまま開き、底部は回転糸切りのものと後に周縁

をへラ削り制強するものがある。本期は10世紀前半~中葉にあたると考えられる。

瑛形土器 土師器と須YE器がある。土師器の漢は第3・5'11号住居祉より出土。鎖部より外

反する口縁部が直立する而を持つ器形と頭部から肥厚し緩やかに外反して口唇部下端が突出し

て直立する器形がある。須恵器の大裂は、第4号住居祉より 3個体出土。すべて器商40cm以上
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を測り、問ーの製作法、器形である。このような大衰の出土例は少なく、特筆すべき事である。

(中西克也)

事考文献

ンンポジウム資料 「房総における奈良 平安時代的土器J 史館同人 市立市川考古博物館 1983年

「山田水芥遺跡J 日本道路公団 山田水呑遺跡調査会 1977年

「布佐 余間戸遺跡」 我折、干市布佐 ・余間戸遺跡調査会 1981年

「塚」 出土の遺物について

出土遺物について考えていく前に 「塚」の所在する千葉県山武郡横芝町長倉地区内歴史的変

遷を概観しておきたい。

源圏内撲録になる r和名類緊抄 (和名抄)J(平安初期終末の承平年間 (931-938)に成立〕

には、諸国内郡郷に関する記載があり、その中の上総固め条に、「武射郡長倉郷」という郷名が

見える。この長倉郷町比定地としては、今回調査が行われた横芝町長倉の周辺地域を挙げるこ
"か b そねあいおし〈ま あ"

とができる。当時武射郡には、 巨備、加毛、理倉、押娘、 畏倉、畔代、片野、大蔵、新居、新
!!A'や

屋、埴谷町11郷があり、既に律令体制期において長倉は、周辺地域を含めてー郷を形成してい

たことは明白である。また、 t古代的地名を現在に残している地区でもある。

平安時代の中期以降になると、各地に荘園が発生するが、理倉、押娘、長倉町諸郷 (現横芝

町域)は、やがて山辺庄内に組み込まれていく 。山辺庄内的中世郷村のうち、現横芝町域に該

当する郷村は、高谷郷、坂田郷、中台郷、栗山郷町4郷が知られ、長倉地区は、中台郷 (長会

姥山、遠山、中台)に属していたようである。当時、それらの郷村は、中世土豪層の統治下に
(段目

あったが、長倉l止、地区内に居館 (長倉城)を構えた三谷胤良 (第6代千葉介靖欧の子胤騰を
It主"いいびつ

祖とする )の直接支配を受けるようになる。やがて、台頭してきた飯植城(現芝山町)の城主

山室氏の客将であった井田刑部大輔を祖とする井田氏の支配下に属するようになり、その後元
{住‘}

和年間 (]615-1624)以降明治に至るまでは、旗本岡部氏 〔寛文8年(J自68)頃の領主は、阿

部丹波守 (600石))円知行地に入っていくのである o
"す5l

出土遺物について

双盤 青銅鋳造的双繋であり、上面の径は15.0開。肩の帽は 5.0mm、2段の盛上りを見せて

おり単圏の2線をも って内区と外区を分けている。内区中央町同心円帯は水平で、直径10.50cm

を測り、 O.3mm-O.4mmほどの凸帯を呈している。総体的に鋳上りは良好であり、上面的一部は

腐蝕によ って旧態をとどめていないが、残存部分は磨き抜かれて見事な出来栄えを示しており、

鋳造技術の優秀さを窺い知ることができる。胴上部には、架へ懸垂するためのー孔 (6.5mm)を

有する魚形状の耳 (鉦長さ4.30cm、幅4.5mm)が一対をなしている。 なお、胴(厚き1.Omm)の
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下端部には、幅1.30cmほどの駒の爪状の張り出しがあり、底部周縁には、幅1.20cmの側縁を繰

らせている。裏面に向って右の側縁には、 「天下一越後守三郎兵衛」と読める陰刻銘力、認められ

る。

「天下一」の称号を与えたのは、織田信長が始めてFあるといわれ、鏡師だけでなく、他臓の

工人にも与えたようである。元亀4年 (1573)7月、京都奉行村井貞勝が出した定書には「各

工人が内評議を Lた上で、各業 人を公許する」とあり、その間の事情をよく物語っている。

しかし、信長時代にも天下一を自称する工人が多く、江戸時代に入ると称号公許制は崩れて、

とくにその数を増したということである。
(校61 つりL，ヴ

双盤は、密教法具のうちの党音具として用いられているが、元来は釣鉦鼓の変形であって、

古くは 2個を架に懸けて使用したために双盤といわれたが、現在では 1偶を架にかけて使用す

る W~が大部分のようである。また、主として浄土宗、時宗、融通念仏宗なと'の引声念仏の時に
市ね

使用されるという 。党音具の中には、鉦鼓からの変形といわれるものに、この双盤と伏鉦があ
【注"

る。伏鉦は、裏面の口縁部に 3本の低い脚をつけたものであり、下に木台を置き、その上に伏

鉦を置いて叩くものであるが、鉦鼓は、裏面を丁字形の樋木で打つのが法であるといわれる。

双盤も伏鉦と同様に、上面的同心円帯を笹木によ って叩いたのではないかと思う 。本尊の厨子

開扉の合図に現在も使用されている智恩院(京都市)の双盤も、上市を鼓面としているようであ
(伺"

る。

なお、鉦鼓の上面は全体に膨らみを持つのに対し、双盤及び伏鉦は水平である。これは、両

者とも中央の同心円帯が、鐘座的機能を果していると言うことができょう 。また、本塚出土双

盤の製作時期については、事例把握が不充分であるので断言することは差控えるが、室町期の

終末から江戸初期iの作と考えたい。

和鏡 出土和鏡は 2函であり、ともに青銅製の円鏡である o No.3 (亀甲地双雀鋭)は、直径

11.60 cm、縁高8.5mm、重量は190g 、紐座は菊座であり、紐は同錘の頂部が丸味を帯びて、断

面が弓型を呈する奇陸鉦の範噂で捉えて良いものと思う。界圏 (直径8.60cm)は、 単圏内 1線

であり、縁は直角式の中縁(幅 3.0mm)となる。

鏡面は、腐蝕が甚しく |日態を窺うことは難かしいが、鏡背は亀甲町花愛文を地文としており、

他の和鏡に比Lて単調であるが、素朴で優美である。また、鉦座の下部には、鳴を接する 2羽

の雀が飛刻する姿を陽鋳しており、東京国立博物館所蔵の 「亀甲地双雀鏡J(鎌倉時代)と酷似

している。あえて若干の相違点を挙げるならば、東博所蔵鏡には、銀の突端部に菊花状の文様
{注101

が見える。また、双雀の飛朔する様態は、東博所蔵鏡が離れて向い合う姿を呈しているのに対

し、本鏡は、噛を接するほどに接近していることを指摘することができる。なお、鋭背の鋳上

り状態を見ると総体的に不鮮明な点のあることを見逃すことができない。ここでは、本鋭と束

博所蔵鏡との類似点を強調したいが、すべての面から見て製作年代については、鎌倉期の和鋭
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製作技術を継承した組製の同鏡であり、室町期の作と考えたい.

Nn 2 (州浜松竹侮双鶴鋭)は、直径11.60cm、線高1.50cm、重量410g 。鏡背の紐は亀甲紐で

あリ、背甲には、亀甲花菱文を表出している。界聞は、脂線二霊園(外径8.50cm)であり、縁

は直角式厚縁 (幅5.0mm)の部に入る。銭面は、腐蝕部分も多いが、一部に18態をとどめてお

リ、よ く研磨されていて相対する人的輪郭をう っすらと写し出すほどである。後述せる通り、

埋納時に漆投りめ鋭箱に入れられ、相当期間土砂から{星稜されていたためではないかと息われ

る。

鋭背の文嫌を観察すると‘ 亀鋭的上部中央には、ややi主和1惑をもっ程の大形な梅花ー輸を配

して、その右下には、松町大樹が大きく枝を強り、 外区の上部を覆っている。その恨本近くに

は、 3本町竹が見えて笹の業が中央の亀紐を包んて'いる。さらに、向って左手内外区には、竹

林があり、松樹の後背を笹の葉で埋めている。また、 I色紐の左手に直立している鶴の足元から

右手にある訟の似本にかけて砂州カf見える。鋭背の文様で特記しておくべきことは、亀鉦の亀

と双鶴の三者が接P賞する姿を表出していることである。なお、鋭背を飾る松 ・竹 梅は、周知

の通り瑞祥文であり、 亀と鶴は長寿文である。それぞれ町文様は肉厚である。

重量は、時代的下降に従って増していくといわれ、本鋭は、 NO.3の円鋭の2倍強に当る 410
【住'"

gであり、室町時代末期から江戸時代にかけて用いられたという こ霊園や室町末期に出現する

亀と双鶴が按鳴することなどを考え併せて、本鋭は、 室町時代的終末から江戸時代初期に製作

されたものと考えそ良いのではなかろうか。

なお、双態と和鋭 (No3 )の聞から検出された漆の残片は、おそら く漆塗り仕上げの鏡筋肉

木質が腐り、漆の一部が残ったものであろう 。また、銃背を上にした鏡の下に密着して検出さ

れた円形町薄級は、矢張り 曲物状のもので作られた鋭箱の残片(杉か)であろう。鏡面に密着

Lていたために円形に残ったものと思う。

古銭 出土した古銭12枚のうち 1枚 (No3-6)を除き、すべて寛文8年 (1"68)から天和

3年(1"83)までの1昨年聞に、武蔵国江戸亀戸村 (現東京都台東区亀戸)の銭座において鋳造

された:ll:永通宝 (新党ホ銭)である。この寛文期lに鋳造された寛永通宝が、新寛ホ銭円先発銭

として採用された理由には、卓越した鋳造技術、毅然たる銭風にあるといわれている。
住'"

前述の通り、出土銭のうち11枚i立、新寛ホ銭愉の都知に入るが、面文(r寛永通貨J)及び背文

(r文J)の色体は、 古究永銭に比して鮮明であり、細字であることが注意される。直径は、ほと

んどが約2.50cm、肉厚約1.Omm -1. 5mm、面の縁の幅は平均2.5mmで、万延元年(1860)以降の

寛永銭に見られる澗縁 (銭円へリの幅が広いもの)に対して中縁と言うべきであろう。また、

穿(銭円中央にある四角い穴)のへリ (郭)は狭〈、細郭の部に入る。なお、同じ寛文銭でも

通常面文及び背文に若干の差異が認められ、島屋文銭とか、細字背文銭、細字小文銭など13慢

はどに細別されるようであるが、遺憾ながら鑑識眼に乏しいのて・銭貨個々の細分については、
{住'"
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専門家の鑑定に託さざるを得ない。よって本稿では、その労をとらず銭風の観察のみにとどめ

ー"~。

俗に帆文銭山と呼ばれるこの新寛永銭は、背文に 「文Jの字を入れて古寛京銭(1):木3年(J品

26)から明暦2年(1656)まで、各地で鋳造された〕と区別 Lたという。面文の 「覚」と背文

の 「文」によ って寛文則的新鋳銭としたという説もあるが定かではない。古寛永銭が、鋳竣い

銭を使用したためか文字が比較的太〈、書体も多様であるのに対して、新寛永銭は、鋳銭技術

の進歩により、彫母銭 (極銭)のも全体がそのまま通用銭に伝えられるという 。画期的な手法(同3

母銭→錫母銭→鋼母銭→通用銭)が用いられたといわれる。当時、さぞかし江戸市民的耳目を
{位1<'

集めたであろうし、 桶新寛永銭恥と呼ばれるに相応しい優美な新鋳銭であったに違いない。

'No. 3 -6 Jについては、直径2.40cm、肉厚が約1.0mm、面的縁も2.0mmとやや侠〈、無文で

ある。面文の書体は、1):文期のそれと比較するとやや大き目で、その書風から、明瞭2年(1ι

56 )に、武蔵国江戸鳥越 (現東京都台東区鳥越)の銭座で鋳造された通称 桶鳥越銭愉と呼ばれ
{控1幻

る銭に近似しているように思える。断言することは慨るが、少なくとも古寛ホ銭てeあることは

間違いなかゐう。

なお、本文にて報告されている通り、古銭12枚が、①和鋭の鏡背上 (Nu2 )②双盤中に収納

された形で出土した和鋭的鋭背下 (Nu3 )の2ヵ所て¥それぞれ6枚ずつ紐通しをしてあった

ような形跡を残して出土しているが、六道信仰に基づくや六道銭事としてではなく、奉納銭と

考えた方が無維のように思える。

瓦製小皿 俗にカワラヶと呼ばれている素焼の粗製小皿であり、 2個のみの出土という古か

ら考えてみると、密教法具のーっとして仏前供養の際に用いられる奇箭の一部であるのか、或
しペ々、 すニう

いは、衆生に対して仏陀の加持保持を祈祷する際的二器 (湖水器、 主主香器)であるのか、また
( /tm ..，.， < t!均

li、単なる仏供血であるのか、については断定し難い。
かし守

もともと六器というのは、仏前において修法を行うときに、火舎 (香炉内一種で焼香器)を
めか I1tA 

中央にして左右に 3個ずつ並べるものであ り、内側から悶伽(浄水を)、塗香 (香を)、準鍵(花

を)の器とされ、 61闘を合わせて一組となる。また、 ニ器とは、;11.水と香水を散濁して身のけ

がれを除き、道場や供具を浄める意味をもつものである。ともに青銅製て・あり、密教法会には
{健附}

欠かせない法具ということができる。しかし、中には、京都花背別所町の経塚のように、粗製

の瓦製六器が出土したという事例もあるパ東京国立博物館蔵 ー12世中葉)ただし、上記の出土
{健1射

釘んじき

例については、六器のほかに、同じ瓦製の火舎、飯食器、花瓶も出土しており 、密教の修法に

よって血栓されたことを物語っている。

Nu4、No.5の小皿については、上記経塚出土の瓦製六器に近似しているが、 2個のみの出土

であり、 21闘を一組と して使用したとすれば、 六器ではなく三器の模造土製品である可能性が
'-""，抗e

強い。しかしながら他的出土遺物から見ても 、多くの法具 (大壇供、護摩庖供、密壇件JZ)を
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揃λて!i教的法会を行ったとは思えない。そこで、本塚が千部塚であるとすれば、千部読経(千

部会)の法会を行った際に、仏前に供える単なる仏供血(飯食器の一つで洗米をのせる)では

ないかと考えている。

「塚」には、伝説や民俗が結びついている場合があり、今回調査された 「塚」もその一例と

して捉えることができる。調査員の話によれば、「里人たちは、この塚をホせん~;塚山(干部塚)

と呼んて"いるJ という。若し、干部塚であるとすれば、ある人物(有力寺院の高憎か)の追善

供養のために、多くの憎がこの地に集い、或いは単独て-'*1:典干部を読諦し終えたことを記念し

て、干部会の法会を行い、その際に用いられた仏具などを埋納した後に、塚を築いたのではな

かろうか。ここで問題にすべき点は、千昔日経の読読後この経典を埋納したか否かという占であ

るが、現有のところ、埋経の際に用いられる経容器 (銅製、鉄製、陶・般製の経筒等)の出土

が見られない。したがって、経塚と捉えるには問題がありそうに思える。しかし、 上記のょっ

な経筒には入れず、木箱の中に経典を納めたとすれば、その痕跡、は残るすべもなかろう 。

ちなみに、埼玉県御堂の妙栄山浄蓮寺に、「南無妙法蓮華経 奉読諦大乗経干部成就(以下略)

文禄四乙未年(1595)四月八日 」と陰刻された題目板碑がある。明らかに干部会

に関連する資料であり、大乗経の経典千部の読諦成就を記念して建立された板碑て"ある。千音1¥

会そのものが経典の読諦が主体てFあるので、上記浄蓮寺町例のごとく埋経行為は行わず、法会

の完了を記念して塚を構築したと見て良いのではなかろうか。

千部塚と呼ばれる塚は各地にあるようだが、 一例を挙げるならば、東金市御林にある墓地の

一角に 3基の塚があり、その付近一帯を千部塚と呼んでいるという 。また、和鋭や古銭等の出
{該2l)

土例としては、東金市家之子古墳群中の 「カネ塚J (方錘形、 一辺 9m)から、腐朽破偵の激

Lぃ朱塗りの箱が験出され、その箱の内外にて、和鏡 (蓬莱鏡)と古銭121枚 (究氷通宝118伎

のうち、文銭が65枚。ほかに中世の古銭3枚)が出土したという事例がある。(立正大学的丸子

"主'"
亘氏らによって調在された)出土遺物から見て、本塚との類似点を多く見出すことができる。

ここでも埋経の形跡は確認できなかったようである。なお、遺憾ながら他例の収束が不充分で

はあるが、山武地方においてホ千部塚治と呼称される塚が存在したことは明白であリ、かかる

仏教的習俗がこの地域に普及していたことを物語る遺構であることは間違いない。

さてここで、出土遺物から 「塚」の築造時期を考えていこうと思う。その時期It、双盤、和

鏡、古銭、瓦製小皿など、出土遺物の埋納時期と一致することは言うまでもない。出土造物の

うち、最も新しい時期に該当するものは古銭12枚であるロしかもそれは、明確に時期を決定で

きる要素をも った遺物でもある。そのうち11枚は 通称、、文銭いと呼ばれる寛示通宝て"あるか

ら、前述の通り寛文8年 (1668)以降であることは間違いないが、通常寛永銭円出土例を見る

と、ほとんど各時期の鋳造銭が混在して出土するものである。しかし本例では、出土銭12枚の
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うちホ文銭‘が11枚もまとま って埋納されており、無作為的に12枚の通用銭を揃えたと思える

ことから、寛文8年(1668)から天和3年(1683)の閥、または、それに近い時期て・あったと

考えて良いのではなかろうか。 (藤下昌信)

注1 池J量鋼『和名額東郷名考詮』 古川弘文館昭和45年 3月1日

注2 伊藤- !1~ r千葉氏の繁栄と郷土J r横芝町史』千葉県山武郎被芝町 昭和50年3月22日

注3 千葉県開府八百年記念協賛金綱 r千葉大系図』同協賛会 大正15年6月1日

注4 伊藤- 9~ r戦闘井田領円形成と展開J 憤芝町史 特別寄稿樹』千葉県山武郡横芝町 昭和50年
3月22日

註 5 川村 優 r徳川氏と郷土円支配J 横芝町史』千葉県山武郡横芝町昭和50年3月22日

技6 中野政樹嗣 「和鏡J r日本町美術No.42J主文堂 昭和44年Jl月5日

注7 香取忠彦 rl't音具J r仏具大辞典a鎌官新書昭和57年4月20日

世e8 久保常晴 「仏具J r新版考古学講座8・特論〈上)J雄山I制 昭和4fi年9月10日

注9 注7に同じ

註10 住6に閉 じ

誌Jl 注6に同 じ

住12 小川{詫官嗣『新寛氷銭鑑識と手号IJ万国貨幣研究会 昭和31年8月30日

圧 13 iiiJ舎に同 じ

注14 小川市f樹 『寛永通貨銭譜・ l'i'質権蔵版a内外貨幣研究会 昭和35年

註15 前書に同じ

枝川 岡崎誠治「密教法具J r仏具大辞典a鎌古新書昭和57年9月20日

目 17 前容に同 じ

首18 注目に同 じ

a19 蔵回 磁 「続塚町諮問題J r世界考古学大*'4・日本lVJ平凡社 昭和3fi年7月31日

在 20 石田茂作 「寄教法具慨説J r仏教考古学識座凹 仏法具緬(上)J雄山悶 昭和45年Jl月25日

邑21 久保常晴 「崎玉県御堂浄蓮寺町金石文J 怖教考古学研究』ニューサイエンス祉 昭和42年Jl月1日

首22 川戸 彬 「東金市発見町塚に関する覚書J r千葉文革6J千葉県文化財保護協会 昭和47年12月20日

注23 前舎に同 じ
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羽 総括

長倉昌脇遺跡、て"は、古lJ'I時代、奈良 ・平安時代の集落と、江戸時代の「塚J が発掘調査され

ました。古噴時代は、日本歴史の中で唯一、巨大な慕 (古墳)を造営した時代で、西暦 200年

後半可lから奈良時代までの、約 400年聞がその時代として位置づけられています。古墳時代は、

丹市1学上て-1立、前期l 中jijj 後期的3期に分けられており、本遺跡は後期lにあたるものです。

今回向調主主で検出された泣織は、住居祉でした。池田1を垂直に冊。)< 11'め、 4本の棟位によ

って上屋を支え、般に作リ付けのカ7 ドを備えた竪穴式住居です。竪穴住居は、古〈縄文時代

から存イlし、弥並生:時代を縫て、古f墳R時代さらには奈良 .平安時代まて

形や焼棋、付属地設は、時代によ って異なりますが、古墳時代のものは方形を呈するのが一般

的です。

出土遺物は、土器が主体を占めています。考古学では この土器の研究が進んでおリ、それ
(! L ~ すえ，

句の作られた年代を知ることができます。古Jft時代的土器は、 土師器.須:15器 (窯で焼かれた

灰色の眠い土器)と呼ばれています。それぞれの土器は、吋リ式」という概念でとらえられてお

り、 1乍句れた時代や地域を限定するものです。考古学では、この土器P別式を 、古い方かり新し

い方へと並べ、編年体系を作り上げています。千葉県内属する南関東地方て'は古慌時代の土器

(土問I器)は、 1i名目式土器 (前期1)、和泉式土器(中期)、鬼高式土器(後期)と呼はれ、さら

に奈良時代の土器を真間式土器、平安時代的土器を国分式土器と編年されています。これらの

名称は、いずれもその発見された遺跡の名林で、五領式土器は、崎玉県東松山l!i五領遺跡の土

器をその標式とし、手日成式土器は、東京都狛江市和泉遺跡、鬼高式土器は、本県市川市鬼高遺

跡、真問 国分式土器も市川市須和田遺跡出土の土械を、それぞれその際式としています。

本遺跡、出土の古Iit時代の土器は、いずれL後期の鬼高式土器に属するもので.西暦 500年頃

から 700年耳iまでの約 200年間使われていたものです。第6号住居社、第10号住居祉のゴ棋が

最も古<6世紀の前半、第 7号住居祉が7世紀頃、第8号住居一社、第 9号住居祉が、 7世紀前

半頃と考えられ、古境時代の6軒町住居祉は、同時に存在したものではなく、集j品的変避を知

ることができます。土器以外の出土遺物で特異なものは、第9号住居祉から出土した耳且1があ

ります。これは古IJlの副葬品として出土するもので、住居祉出土例は あまリ多くありません。

奈良 平安時代には、竪穴住居の地に、平地式の住居が本県においてL知句れるようになり

ます。地面に性を入れた火が残っており 倒立柱建物跡と呼ばれています。本jfi跡的ピ yト鮮

も、おそらく掘立柱建物跡と考えられますが、明確に2間X3問などの位置を示していないた

め、棟数や規肢を知ることができませんでした。住居祉は、古I買時代と大差なく、竪穴住居が

作られています。この時代も、やはり土器によってその年代を知る ことができます。

奈良時代の住居祉は、第 1号住居祉、第2号住居祉で、8世紀の前半~中葉に位置づけられ
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ます。出土土器は、真閉式土器と呼ばれるものです。この2軒は重視して検出されており.そ

の切り合い関係から、第2号住居祉の方が古いことが判明しています。

平安時代の住居祉は、第3. 4 . 5・11号住居祉です。この時代の土器は、国分式土器と呼

ばれています。出土土器内年代か旬、第3号住居祉が9世紀前半、第4号住居祉が9世紀後半

第5号住居祉 ・第11号住居祉が10世紀前半~中葉に比定されました。また、倉庫ないし掘立粧

建物跡と考えられたピ ント群よ り出土した土器は、 9世紀末-10世紀初頭に位置づけられまし

た。従って、第4号住居祉よ り新しく、第5・11号住居祉よりは古い時代に構築されたと考え

られます。また、第4号住居祉出土の須恵器大畿は、 11ぽ完形品で貴重な資料です。

以上町結果から、本遺跡の集落は、 6世紀の前半から10世紀の中葉にかけて、 500年以上も

営まれていたことが推定されました。しかし、未発掘の周辺域にも、住居祉の存在が子怨され

るため、集落が継続したのか、断続的だったのかは、判然としません。これは、今後円研'先謀

題として、将来の調査 ・研究に期したいと思います。

「塚」は、出土Lた寛永通宝から、江戸時代初期に作られたものであることが判りました。

県内には多くの 「塚Jが存在しますが、古墳とは異なり、遺物が出土しない例が多いようです。

従って今囲内「塚」のように遺物が伴出するのは貴重な資料となります。

遺物は、仏具の双盤、仏供皿と和鋭、寛永通宝でした。築造年代は、寛永通宝の作られた年

代によ り、寛文年間(1自61-1自73)から夫事1年間J(1681-1684)頃であったと推定されます。

(村山好文)
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千葉県横芝町長倉宮脇遺跡発掘調査報告書
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